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Ⅰ 令和４年度「文化芸術による子供育成総合事業」概要

※応募に当たっての重要事項が書かれていますので、必ず熟読してください。
※この募集は、事業実施スケジュールの都合上、前年度に行うものです。予算編成等の状
況によっては、事業の中止、内容の変更や規模の縮小、スケジュールの遅れが生じる場合
がありますので、あらかじめ御了承ください。

【目 的】
文化芸術による子供育成総合事業は、小学校・中学校等において一流の文化芸術団体

による巡回公演を行うことにより、文化の担い手となる子供たちの発想力やコミュニケー
ション能力の育成を図り、将来の芸術家の育成や国民の芸術鑑賞能力の向上につなげるこ
とを目的とします。

【内 容】
子供たちの成長過程に合わせた優れた実演芸術、メディア芸術の鑑賞機会、体験機会

を提供するとともに、文化芸術団体等によるワークショップ、児童・生徒との共演を図る
など、より身近に芸術に触れる機会を提供します｡

○実施会場：原則として、実施校の体育館 (複数の学校による合同開催の場合は文化施設
または合同開催校での実施も可)

○対 象：児童・生徒、教職員及び保護者等

○文化芸術団体によるワークショップ
公演や児童・生徒との共演をより効果的なものとするために、文化芸術団体のメン

バーが事前に実施校に赴き、児童・生徒に対して鑑賞指導や実技指導を行います(メディ
ア芸術における実施時期についてはメインプログラムの前後を問いません)。
ワークショップは、各文化芸術団体の特色が出るように工夫されたものにするとともに、
学校側のニーズも踏まえたものにします。

○優れた実演芸術の公演、メディア芸術におけるメインプログラムの実施
優れた実績を有する文化芸術団体を学校に派遣して実演芸術の公演またはメディア芸

術の体験型プログラムを実施します。
なお、実施に当たっては、児童・生徒に公演を鑑賞させるだけでなく、文化芸術団体との
共演などにより児童・生徒が参加できるよう工夫されたものにします。
本事業は、教育活動の一環として行われるものであることから、芸術性に富むもので

あることはもちろん、児童・生徒が興味をもって鑑賞できるものであることや、教育的効
果が高いものであることが求められます。

また、限られた予算の範囲内でより多くの子供たちに優れた実演芸術が届けられるよ
う、事業趣旨に即した適正な価格で実施するものとします。このため、採択された企画で
あっても、実施費用については調整していただくことがあります。
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【文化芸術団体の採択区分】
採択区分には、事業を単年度で実施する採択枠の「Ａ区分」と、複数年度（３年）にわ

たって実施する採択枠の「Ｂ区分」があります。また令和元年度より新たに離島・へき地等
及び小規模校等を対象とし、効率的な実施を目的とした「C区分」を設置しています。

（１）Ａ区分：単年度採択とし、実演芸術についてはワークショップの実施後、メディア
芸術についてはワークショップ実施前か実施後のいずれかに公演またはメ
インプログラムを実施していただきます。なお、実施期間は原則令和４年
６月から令和５年１月までとします。

（２）Ｂ区分：複数年度（３年）採択とし、ワークショップの実施後に公演を実施してい
ただきます。公演実施期間は原則毎年度６月から翌年１月までとし、３年
間同じブロックで同一の企画を実施していただくほか、次の①から⑧の業
務を行っていただきます。
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①ブロック内の全ての都道府県、政令指定都市の教育委員会を訪問し、本事業
について広報すること。
②実施校の所在地の市区町村の教育委員会に対し本事業について広報すること。
③年1回以上、ブロック内の都道府県、政令指定都市が主催する校長会等で本
事業について広報すること。
④①～③についてより効率な広報先及び方法を提案することが可能な場合、事
前に調査計画を提案し、文化庁または事務委託先の承認を得ること。
なお、広報に係る経費は旅費のみ支給します。別途、広報宣伝に係る費用を
支給するものではありません。
⑤合同開催希望校の紹介など、鑑賞人数拡大へ向けての情報共有を行うこと。
なお、合同開催については、保育園、幼稚園等への広報や受け入れについて
も積極的に行うこと。
⑥他の実施団体からの視察希望に応じること。
⑦⑥事業説明会等における実施上の工夫や成功事例の発表など、本事業の向
上に資する文化庁の取組に協力すること。
⑧事業終了後、①～⑦についての報告書を作成して文化庁に提出すること。
（注）①～②は、実施団体が教育委員会と日程調整等した上で行ってください。

令和4年度は4企画を採択する予定です。なお、複数年度にわたる実施に
ついて採択を決定した場合であっても、当該年度の予算状況により、実施
規模等が変更となる場合がありますので、あらかじめ御了承願います。

（３）Ｃ区分：単年度採択とし、実演芸術についてはワークショップの実施後、メディア
芸術についてはワークショップ実施前か実施後のいずれかに公演またはメ
インプログラムを実施していただきます。なお、実施可能期間は原則令
和４年６月から令和５年１月までとします。企画の仕様は次の範囲内とし
てください。
①実演芸術の公演にあたっては、舞台美術の設置範囲について、フロアを
使用する場合は１００㎡(１０m×１０m程度)以内、体育館内の舞台上
を使用する場合は奥行４m×間口８m以内で対応可能な規格とすること。
②A区分、B区分に応募する企画の規模を縮小するのではなく、条件不利
の場合でも参加可能な柔軟なプログラムとすること。



【巡回地域】
巡回する地域については、採択の決定後次のブロックのうちいずれかを割り当てます。

巡回する地域を指定することはできません。

都道府県・政令指定都市 Ａ・Ｂ区分 Ｃ区分

北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、
札幌市、仙台市 Ａブロック

採択後に採択団体数を
鑑みて巡回地域を決定
(２～３ブロックの設
置を予定)

山形県、福島県、栃木県、群馬県、埼玉県、
さいたま市 Ｂブロック

茨城県、千葉県、東京都、山梨県、
千葉市 Ｃブロック

神奈川県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、
横浜市、川崎市、相模原市、静岡市、浜松市、
名古屋市

Ｄブロック

新潟県、富山県、石川県、福井県、京都府、
新潟市、京都市 Ｅブロック

三重県、滋賀県、大阪府、奈良県、和歌山県、
大阪市、堺市 Ｆブロック

鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、
広島市、岡山市 Ｇブロック

兵庫県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県、
神戸市 Ｈブロック

福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、
福岡市、北九州市、熊本市 Ｉブロック

大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県 Ｊブロック
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【不正行為に係る処分】
経費の虚偽申請や過大請求等による委託経費の受給等、不正行為を行った場合には、

採択の取り消し、委託経費の全部又は一部の返還、加算金の納付、不正行為の公表、委託
経費の支払停止措置を行う場合があります。

また、「芸術活動支援等事業において不正行為等を行った芸術団体等の応募制限につ
いて」（平成２２年９月１６日付け文化庁長官決定）に基づき、文化庁が芸術活動への支
援等のために公募を行う事業への応募制限を行います。

事業概要

芸術活動支援等事業において不正行為等を行った芸術団体等の応募制限について

平成22年9月16日
文化庁長官決定

文化庁が芸術活動への支援等のために公募により行う事業について、芸術団体等による支援金等
の不正受給があった場合、下記のとおり応募制限を行う。

記

（１）虚偽の申請や報告による支援金等の不正な受給、支援金等の他の事業・用途への流用、私的
流用：応募制限期間４～５年

（２）調査に応じない、調査に必要な書類の提出に応じない、その他文化庁の調査を妨害したと認め
られる場合：応募制限期間２～３年

（３）文化庁以外の他の機関が行う支援事業において不正行為等を行ったことが判明した場合は、上
記（１）、（２）に準じて取り扱う。

加えて、平成２３年度には、文化庁が設置した「芸術文化に係る補助金等の不正防止
に関する検討会」において、「芸術文化に係る補助金等の不正防止に関するまとめ」を取
りまとめております。本事業に係る委託経費についても、この「まとめ」に従い、適正に
管理する必要があります。

「芸術文化に係る補助金等の不正防止に関するまとめ」HPアドレス
http://www.bunka.go.jp/seisaku/geijutsubunka/pdf/h24_hojokin_fusei_matome.pdf
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Ⅱ令和４年度「文化芸術による子供育成総合事業」応募要領（A区分）

１．対象分野種目等について
①種目は、次の通りです。
なお、実演芸術の種目において、少人数編成（例 オーケストラ等であれば、
室内楽やジャズ等のアンサンブル、演劇であれば2人芝居等）の公演も対象
とします。

②公演実績のある演目であり、かつ、児童・生徒の鑑賞にふさわしい内容のものとしま
す。（初演不可）

③児童・生徒が共演、参加又は体験できる形態を有するものとします。

２．応募企画数について
１団体当たり２企画まで（伝統芸能分野については３企画まで）応募可とします。
採択は原則として１団体当たり１企画としますが、審査の結果、高い評価が得られた場

合には、２企画（伝統芸能分野については３企画まで）を採択する場合もあります。複数の
企画を採択した場合の実施地域は、原則として別々のブロックとします。

３．応募対象団体について
我が国の文化芸術団体で、その文化芸術団体を構成するスタッフ・キャスト等に高い専

門性があり、次の①～④のいずれかに該当する団体であること。

①一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人又は公益財団法人
②特定非営利活動法人
③上記①②以外の法人格を有し、原則として自ら一定数以上の実演家を擁する団体
④法人格を有しないが、次の要件をすべて充たしている団体
ア．主たる構成員が芸術家又は文化芸術団体であること。
イ．定款、寄附行為に類する規約等を有すること。
ウ．団体の意思を決定し、執行する組織が確立されていること。
エ．自ら経理し、監査する等会計組織を有すること。
オ．財務諸表を作成していること。
カ．団体活動の本拠としての事務所を有すること。

そのほか、相当の公演実績を有することが必要です。

４．ワークショップについて
①全ての分野においてワークショップを行う必要があります。ワークショップの実施時期は、
実演芸術については原則1か月程度前、メディア芸術については事前事後を問いません。

応募要領（A区分）

分野 種目

実演芸術

音楽 合唱、オーケストラ等、音楽劇
演劇 児童劇、演劇、ミュージカル
舞踊 バレエ、現代舞踊
伝統芸能 歌舞伎・能楽、人形浄瑠璃、邦楽、邦舞、演芸

メディア芸術 メディア芸術 映像、メディアアート等
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②ワークショップの上限回数は、実演芸術については原則1校につき1回（概ね２時限分程度
（８０分～１００分））まで、メディア芸術については原則１校につき２回（１回あたり
概ね１時限分、合計２時限分程度（４０分～５０分）×２回、または２時限分程度（８0
分～１００分）×１回）までとします。
（ワークショップ内容の例）
実 演 芸 術：鑑賞指導、実技指導、共演の練習等
メディア芸術：メインプログラム実施にあたってのオリエンテーション、メインプログラ

ム終了後のディスカッション、成果発表等
③公演及びメインプログラムの実施に当たっての事前打ち合わせ及び会場下見はメディア
芸術分野においてメインプログラム後にワークショップを行う場合を除き、原則として
ワークショップ時に行ってください。
④指導体制は、指導者、補助者及びスタッフを含め６名以内とします。なお、近年、メン
バーの入れ替えが多く発生している例が生じています。本公演及びメインプログラム同様
にできる限り効率的かつ経済的に巡回できるよう、予め人員計画を立てる等工夫してくだ
さい。また、ワークショップの実施時期も想定し、本公演及びワークショップの実施可能
時期を設定してください。

５．公演について
①原則として６月から翌年１月までに実施していただきます。
②実施会場は、原則として実施校の体育館とします。
なお、体育館での公演が著しく困難な場合や、複数の学校による合同開催の場合は、文化
施設での公演実施も可としますが、文化施設の会場費等は共催者の負担となりますので、
学校の公演希望が少なくなる場合があります。
③公演数は各学校からの希望状況によって決まります。なお、実施を希望する学校がない場
合は公演がありませんので、あらかじめ御了承願います。
④ブロック内での巡回公演を効率的に実施するため、公演及びメインプログラム日程は、確
実に実施可能な日程で、できるだけ複数の連続した日程を「実施可能時期」として「出演
希望調書Ｎｏ．3」に記載してください。「実施可能時期」は、採択決定後に再度確認し、
これを基に実施希望校を募集しますので、原則として、学校募集開始後に「実施可能時
期」を変更することはできません。
なお、効率的な巡回行程を優先するため、連続した日程を実施可能時期として御提示い

ただけない場合には、割り当て回数が少なくなります。
⑤実演芸術の標準的な公演時間は、午後１時乃至午後１時３０分からの概ね２時限分程度
（８０分～１００分）であり、仕込みの標準的な時間帯は午前中を想定してください。ま
た、メディア芸術のメインプログラムは概ね２時限分(８０分～１００分)以内を目安とし
てください。実施に当たり長時間を要する場合、学校側が実施時間を確保することが困難
となり、応募ができない状況が生じてしまう可能性もあります。実施時間については十分
に検討してください。
⑥実施に際しては、教育的配慮により、表現等の一部について変更をお願いする場合があり
ますので、あらかじめ御了承願います。
⑦著作権等に関する権利者の許諾が必要な場合は各団体で所定の手続きを行ってください。

６．事業終了時の提出書類
①各種完了報告書、精算報告書
②各支出項目に対しての領収書（写）等
※提出期限：公演終了後４５日以内（厳守）又は令和５年２月２８日（火）いずれか早い日

応募要領（A区分）
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７．委託金の支払について
本事業は委託事業となります。委託金の支払に当たっては、ワークショップ及び全ての
公演（メインプログラム）終了後に、精算報告書等を御提出いただきます。これらの書類
の確認終了後に、請求書を御提出いただき、委託金をお支払いします。委託金は国費（税
金）ですので、各種請求書及び銀行振込の写し等支払が証明できるものが必要です。
また、当該事業の限られた予算の範囲内でお支払いしますので、契約（派遣費を含む見積
書提出）段階から経費については精査し、予算上の上限金額の範囲内で確定させていただ
きます。なお、最終委託金額は本事業の規定に沿って決定しますので、各団体の規定に沿
えない場合があります。
支払に関する手続きについては、「令和3年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回

公演事業－実施の手引き(制作団体用)」等
（https://www.kodomogeijutsu.go.jp/junkai/index.html）を参考資料として御覧ください。

８．完了検査等
①事業終了後、文化庁又は事業の委託先の職員が、実施状況や会計処理の状況について実
地の検査をする場合があります。
②本事業は会計実地検査の対象であり、会計検査院から指示のあった場合には、実地検査
を受検する義務があります。
③上記検査で不適切な処理が明らかになった場合は、既にお支払いした委託金を国庫に返
納いただく場合がありますので、適切な事業実施に努めてください。

９．A区分申請書類作成に当たっての注意
①「実施に当たっての会場条件」は、学校が事業に応募する際の参考としますので、でき
るだけ細かく正確に記載してください（記載例３３ページ、５６ページ参照）。なお、
会場条件が多少合わない場合でも実施をお願いすることがありますが、その場合は事前
に条件や経費負担等について調整させていただきます。
②提案した公演(メインプログラム)及びワークショップの内容は、採否を決定する重要な
審査事項であるため、原則として採択後に変更する事はできません。
③特別支援学校における公演(メインプログラム)及びワークショップの実績等があれば記
載してください。
④「費用明細Ｎｏ．７」については、見積金額として参考にしますので、詳細に記入して
ください。また、事業費は採否を決定する重要な審査事項であるため、原則として採択
後に増額する事はできません。限られた予算の範囲内で、より多くの子供たちに優れた
芸術が届けられるよう、事業趣旨に即した適正な価格での見積金額としてください。採
択された企画であっても、実施費用については調整していただくことがあります。
⑤委託業務は、「役務の提供」（消費税法第２条第１項第１２号）に該当するため、原則
として業務経費の全体が課税対象となります。したがって、課税事業者、簡易課税事業
者に該当する場合は、委託業務経費の積算において、文化庁規定単価に基づき支払う経
費を除くすべての経費について消費税込の金額を記載してください。
⑥実施可能時期は、採択決定後に再度確認します。原則として、学校募集開始後に「実施
可能時期」を変更することはできません。
⑦出演希望調書内の項目は簡潔に記載し、他に記載事項がある場合や出演希望調書内に収
まらない場合、写真を使用する場合は「別添シート」へ記載及び添付の上、御提出くだ
さい。
その際、出演希望調書内のどのシートとリンクしているか分かるように、必ず「別添あ
り」と記載ください。

応募要領（A区分）
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応募要領（B区分）

Ⅲ 令和４年度「文化芸術による子供育成総合事業」応募要領（B区分）

１．対象分野種目等について
①種目は、次の通りです。
なお、実演芸術の種目において、少人数編成（例 オーケストラ等であれば、室内楽
やジャズ等のアンサンブル、演劇であれば2人芝居等）の公演も対象とします。

②公演実績のある演目であり、かつ、児童・生徒の鑑賞にふさわしい内容のものとしま
す。（初演不可）

③児童・生徒が共演、参加又は体験できる形態を有するものとします。

２．応募企画数について
１団体当たり１企画とします。令和４年度は４企画を採択する予定です。

３．応募対象団体について
我が国の文化芸術団体で、その文化芸術団体を構成するスタッフ・キャスト等に高

い専門性があり、次の①～④のいずれかに該当する団体であること。

①一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人又は公益財団法人
②特定非営利活動法人
③上記①②以外の法人格を有し、原則として自ら一定数以上の実演家を擁する団体
④法人格を有しないが、次の要件をすべて充たしている団体
ア．主たる構成員が芸術家又は文化芸術団体であること。
イ．定款、寄附行為に類する規約等を有すること。
ウ．団体の意思を決定し、執行する組織が確立されていること。
エ．自ら経理し、監査する等会計組織を有すること。
オ．財務諸表を作成していること。
カ．団体活動の本拠としての事務所を有すること。

そのほか、相当の公演実績を有し、令和４年度から令和６年度まで継続して本事業を実施
することが可能であることが必要です。

４．ワークショップについて
①公演に先立ち、原則1か月程度前までにワークショップを行う必要があります。
②ワークショップの上限回数は、原則1校につき1回（概ね２時限分程度（８０分～
１００分））までとします。
（ワークショップ内容の例）
実 演 芸 術： 鑑賞指導、実技指導、共演の練習等

分野 種目

実演芸術

音楽 合唱、オーケストラ等、音楽劇
演劇 児童劇、演劇、ミュージカル
舞踊 バレエ、現代舞踊
伝統芸能 歌舞伎・能楽、人形浄瑠璃、邦楽、邦舞、演芸



③指導体制は、指導者、補助者及びスタッフを含め６名以内とします。なお、近年、メン
バーの入れ替えが多く発生している例が生じています。本公演同様にできる限り効率的
かつ経済的に巡回できるよう、予め人員計画を立てる等工夫してください。また、ワー
クショップの実施時期も想定し、公演実施可能時期を設定してください。

５．公演について
①原則として６月から翌年１月までに実施していただきます。
②公演会場は、原則として実施校の体育館とします。
なお、体育館での公演が著しく困難な場合や、複数の学校による合同開催の場合は、
文化施設での公演実施も可としますが、文化施設の会場費等は共催者の負担となります
ので、学校の公演希望が少なくなる場合があります。
③公演数は各学校からの希望状況によって決まります。なお、実施を希望する学校がない
場合は公演がありませんので、あらかじめ御了承願います。
④ブロック内での巡回公演を効率的に実施するため、公演日程は、確実に実施可能な日程
で、できるだけ複数の連続した日程を「実施可能時期」として「出演希望調書Ｎｏ．
3」に記載してください。「実施可能時期」は、採択決定後に再度確認し、これを基に
実施希望校を募集しますので、原則として、その後の「実施可能時期」を変更するこ
とはできません。
なお、効率的な巡回行程を優先するため、連続した日程を実施可能時期として御提示い
ただけない場合には、割り当て回数が少なくなります。
⑤実演芸術の標準的な公演時間は、午後１時乃至午後１時３０分からの概ね２時限分程度
（８０分～１００分）であり、仕込みの標準的な時間帯は午前中を想定してください。
⑥実施に際しては、教育的配慮により、表現等の一部について変更をお願いする場合があ
りますので、あらかじめ御了承願います。
⑦著作権等に関する権利者の許諾が必要な場合は各団体で所定の手続きを行ってください。

６．Ｂ区分の団体のみが行う業務について
Ｂ区分団体は、複数年度（３年）採択とし、ワークショップの実施後、毎年度原則とし
て６月から翌年１月までの間で、３年間同じブロックで同一の企画を実施していただくほ
か、次の①から⑧の業務を行っていただきます。

①ブロック内の全ての都道府県、政令指定都市の教育委員会を訪問し、本事業について広
報すること。
②実施校の所在地の市区町村の教育委員会に対して本事業について広報すること。
③年1回以上、ブロック内の都道府県、政令指定都市が主催する校長会等で本事業につい
て広報すること。
④①～③についてより効率な広報先及び方法を提案することが可能な場合は、事前に調査
計画を提案し、文化庁または事務委託先の承認を得ること。なお、広報に係る経費は旅
費のみ支給します。別途、広報宣伝に係る費用を支給するものではありません。
⑤合同開催希望校の紹介など、鑑賞人数拡大へ向けての情報共有を行うこと。
なお、合同開催については、保育園、幼稚園等への広報や受け入れについても積極的に
行うこと。
⑥他の実施団体からの視察希望に応じること。
⑦事業説明会等における実施上の工夫や成功事例の発表など、本事業の向上に資する文化
庁の取組に協力すること。
⑧事業終了後、①～⑦についての報告書を作成して文化庁に提出すること。
（注）①～②は、実施団体が教育委員会と日程調整等した上で行ってください。
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令和４年度は４企画を採択する予定です。なお、複数年度にわたる実施について採択
を決定した場合であっても、当該年度の予算状況により、実施規模等が変更となる場合が
ありますので、あらかじめ御了承願います。

７．事業終了時の提出書類
①各種完了報告書、精算報告書
②各支出項目に対しての領収書（写）等
※提出期限：公演終了後４５日以内（厳守）又は令和５年２月２８日（火）いずれか
早い日

８．委託金の支払について
本事業は委託事業となります。委託金の支払に当たっては、ワークショップ及び全ての
公演（メインプログラム）終了後に、精算報告書等を御提出いただきます。これらの書類
の確認終了後に、請求書を御提出いただき、委託金をお支払いします。委託金は国費（税
金）ですので、各種請求書及び銀行振込の写し等支払が証明できるものが必要です。
また、当該事業の限られた予算の範囲内でお支払いしますので、契約（派遣費を含む見積
書提出）段階から経費については精査し、予算上の上限金額の範囲内で確定させていただ
きます。なお、最終委託金額は本事業の規定に沿って決定しますので、各団体の規定に沿
えない場合があります。
支払に関する手続きについては、「令和３年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回
公演事業－実施の手引き(制作団体用)」等
（https://www.kodomogeijutsu.go.jp/junkai/index.html）を参考資料として御覧ください。

９．完了検査等
①事業終了後、文化庁又は事業の委託先の職員が、実施状況や会計処理の状況について実
地の検査をする場合があります。
②本事業は会計実地検査の対象であり、会計検査院から指示のあった場合には、実地検査
を受検する義務があります。
③上記検査で不適切な処理が明らかになった場合は、既にお支払いした委託金を国庫に返
納いただく場合がありますので、適切な事業実施に努めてください。

１０．事業実施後の評価
当該年度実施終了後は、業務報告書等により文化庁で団体の評価を行います。評価の結
果によっては複数年度採択の取消しを行う場合がありますので御留意ください。

１１．Ｂ区分申請書類作成にあたっての注意
①「実施に当たっての会場条件」は、学校が事業に応募する際の参考としますので、でき
るだけ細かく正確に記載してください（記載例３３ページ参照）。なお、会場条件が多
少合わない場合でも、実施をお願いすることがありますが、その場合は事前に条件や経
費負担等について調整させていただきます。
②提案した公演及びワークショップの内容は、採否を決定する重要な審査事項であるため、
原則として採択後に変更する事はできません。
③特別支援学校における公演及びワークショップの実績等があれば記載してください。

応募要領（B区分）応募要領（B区分）
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④「費用明細Ｎｏ．７」については、見積金額として参考にしますので、詳細に記入して
ください。また、事業費は採否を決定する重要な審査事項であるため、原則として採択
後に増額する事はできません。限られた予算の範囲内で、より多くの子供たちに優れた
芸術が届けられるよう、事業趣旨に即した適正な価格での見積金額としてください。採
択された企画であっても、実施費用については調整していただくことがあります。
⑤委託業務は、「役務の提供」（消費税法第２条第１項第１２号）に該当するため、原則
として業務経費の全体が課税対象となります。したがって、課税事業者、簡易課税事業
者に該当する場合は、委託業務経費の積算において、文化庁規定単価に基づき支払う経
費を除くすべての経費について消費税込の金額を記載してください。
⑥実施可能時期は、採択決定後に再度確認します。原則として、学校募集開始後に「実施
可能時期」を変更することはできません。
⑦以下の項目に従い、Ｂ区分への申請理由を記入してください。なお、調書の欄に書きき
れない場合は、別紙（様式任意）で提出してください。
ⅰ）Ｂ区分に申請する理由
ⅱ）複数年にわたり同じ地域で実施する上での工夫や、公演及びワークショップの質を

向上させるための工夫
ⅲ）Ｂ区分団体が行う業務について（「６．Ｂ区分の団体のみが行う業務について」参

照）の具体的な実施体制
⑧出演希望調書内の項目は簡潔に記載し、他に記載事項がある場合や出演希望調書内に収
まらない場合、写真を使用する場合は「別添シート」へ記載及び添付の上、御提出くだ
さい。
その際、出演希望調書内のどのシートとリンクしているか分かるように、必ず「別添あ
り」と記載ください。
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応募要領（C区分）

Ⅳ 令和４年度「文化芸術による子供育成総合事業」応募要領（C区分）

１．対象種目等について
①種目は、次の通りです。
なお、実演芸術の種目において、少人数編成（例 オーケストラ等であれば、室内楽
やジャズ等のアンサンブル、演劇であれば2人芝居等）の公演も対象とします。

②公演実績のある演目であり、かつ、児童・生徒の鑑賞にふさわしい内容のものとしま
す。（初演不可）
③児童・生徒が共演、参加又は体験できる形態を有するものとします。

２．応募企画数について
分野にかかわらず１団体当たり３企画まで応募可とします。

採択は原則として１団体当たり１企画としますが、審査の結果、高い評価が得られた場合
には、２企画を採択する場合もあります。複数の企画を採択した場合の実施地域は、原則
として別々のブロックとします。
３．応募対象団体について
我が国の文化芸術団体で、その文化芸術団体を構成するスタッフ・キャスト等に高い専

門性があり、次の①～④のいずれかに該当する団体であること。

①一般社団法人、一般財団法人、公益社団法人又は公益財団法人
②特定非営利活動法人
③上記①②以外の法人格を有し、原則として自ら一定数以上の実演家を擁する団体
④法人格を有しないが、次の要件をすべて充たしている団体
ア．主たる構成員が芸術家又は文化芸術団体であること。
イ．定款、寄附行為に類する規約等を有すること。
ウ．団体の意思を決定し、執行する組織が確立されていること。
エ．自ら経理し、監査する等会計組織を有すること。
オ．財務諸表を作成していること。
カ．団体活動の本拠としての事務所を有すること。

そのほか、相当の公演実績を有することが必要です。

分野 種目

実演芸術

音楽 合唱、オーケストラ等、音楽劇
演劇 児童劇、演劇、ミュージカル
舞踊 バレエ、現代舞踊
伝統芸能 歌舞伎・能楽、人形浄瑠璃、邦楽、邦舞、演芸

メディア芸術 メディア芸術 映像、メディアアート等



４．ワークショップについて
①全ての分野においてワークショップを行う必要があります。ワークショップの実施時期
は、実演芸術については原則1か月程度前、メディア芸術については事前事後を問いま
せん。
②ワークショップの上限回数は、実演芸術、メディア芸術ともに原則1校につき1回（概ね
２時限分程度（８０分～１００分））までとします。なお、Ｃ区分については、ワーク
ショップと本公演またはメインプログラムを同日内(午前と午後等)に実施する企画につ
いても推奨します。この場合、全体を通しての実施時間は６時間以内となるよう調整し
てください。
（ワークショップ内容の例）
実 演 芸 術 ：鑑賞指導、実技指導、共演の練習等
メディア芸術：メインプログラム実施に当たってのオリエンテーション、メインプロ

グラム終了後のディスカッション、成果発表等
③公演及びメインプログラムの実施にあたっての事前打ち合わせ及び会場下見は、原則と
してワークショップ時に行ってください。ただし、ワークショップを同日に行う場合、
およびメディア芸術分野においてメインプログラム後にワークショップを行う場合のみ
会場下見に係る経費として２名、１回分までの派遣費を経費の対象とします。

④指導体制は、指導者、補助者及びスタッフを含め６名以内とします。なお、近年、メン
バーの入れ替えが多く発生している例が生じています。本公演及びメインプログラム同
様にできる限り効率的かつ経済的に巡回できるよう、予め人員計画を立てる等工夫して
ください。また、ワークショップの実施時期も想定し、本公演及びメインプログラムの
実施可能時期を設定してください。

５．公演について
①原則として６月から翌年１月までに実施していただきます。
②実施会場は、原則として、実施校の体育館とします。また、実演芸術の公演にあたって
は、舞台美術の設置範囲の目安を、フロアを使用する場合は１００㎡(１０m×１０m程
度)以内、体育館内の舞台上を使用する場合奥行４m×間口８m以内とします。
③公演数は各学校からの希望状況によって決まります。なお、実施を希望する学校がない
場合は公演がありませんので、あらかじめ御了承願います。
④ブロック内での巡回公演を効率的に実施するため、公演及びメインプログラム日程は、
確実に実施可能な日程で、できるだけ複数の連続した日程を「実施可能時期」として
「出演希望調書Ｎｏ．3」に記載してください。「実施可能時期」は、採択決定後に再
度確認し、これを基に実施希望校を募集しますので、原則として、学校募集開始後に
「実施可能時期」を変更することはできません。
なお、効率的な巡回行程を優先するため、連続した日程を実施可能時期として御提示い
ただけない場合には、割り当て回数が少なくなります。

⑤実演芸術の標準的な公演時間は、午後１時乃至午後１時３０分からの概ね２時限分程度
（８０分～１００分）であり、仕込みの標準的な時間帯は午前中を想定してください。
また、メディア芸術のメインプログラムは２時限分程度（８０分～１００分）以内を目
安としてください。実施に当たり長時間を要する場合、学校側が実施時間を確保するこ
とが困難となり、応募ができない状況が生じてしまう可能性もあります。実施時間につ
いては十分に検討してください。
⑥実施に際しては、教育的配慮により、表現等の一部について変更をお願いする場合があ
りますので、あらかじめ御了承願います。
⑦著作権等に関する権利者の許諾が必要な場合は各団体で所定の手続きを行ってください。
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６．事業終了時の提出書類
①各種完了報告書、精算報告書
②各支出項目に対しての領収書（写）等
※提出期限：公演終了後４５日以内（厳守）又は令和５年２月２８日（火）いずれか早
い日

７．委託金の支払について
本事業は委託事業となります。委託金の支払に当たっては、ワークショップ及び全ての
公演（メインプログラム）終了後に、精算報告書等を御提出いただきます。これらの書類
の確認終了後に、請求書を御提出いただき、委託金をお支払いします。委託金は国費（税
金）ですので、各種請求書及び銀行振込の写し等支払が証明できるものが必要です。
また、当該事業の限られた予算の範囲内でお支払いしますので、契約（派遣費を含む見積
書提出）段階から経費については精査し、予算上の上限金額の範囲内で確定させていただ
きます。なお、最終委託金額は本事業の規定に沿って決定しますので、各団体の規定に沿
えない場合があります。
支払に関する手続きについては、「令和３年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回
公演事業－実施の手引き(制作団体用)」等
（https://www.kodomogeijutsu.go.jp/junkai/index.html）を参考資料として御覧ください。

８．完了検査等
①事業終了後、文化庁又は事業の委託先の職員が、実施状況や会計処理の状況について実
地の検査をする場合があります。
②本事業は会計実地検査の対象であり、会計検査院から指示のあった場合には、実地検査
を受検する義務があります。
③上記検査で不適切な処理が明らかになった場合は、既にお支払いした委託金を国庫に返
納いただく場合がありますので、適切な事業実施に努めてください。

９．C区分申請書類作成に当たっての注意
①「実施に当たっての会場条件」は、学校が事業に応募する際の参考としますので、でき
るだけ細かく正確に記載してください（記載例３３ページ、５６ページ参照）。なお、
会場条件が多少合わない場合でも、実施をお願いすることがありますが、その場合は事
前に条件や経費負担等について調整させていただきます。
②提案した公演(メインプログラム)及びワークショップの内容は、採否を決定する重要な
審査事項であるため、原則として採択後に変更する事はできません。
③特別支援学校における公演(メインプログラム)及びワークショップ実績等があれば記載
してください。
④「費用明細Ｎｏ．７」については、見積金額として参考にしますので、詳細に記入して
ください。また、事業費は採否を決定する重要な審査事項であるため、原則として採択
後に増額する事はできません。特にC区分は経済的かつ効率的に巡回できる規模が求め
られています。限られた予算の範囲内で、より多くの子供たちに優れた芸術が届けられ
るよう、事業趣旨に即した適正な価格での見積金額としてください。採択された企画で
あっても、実施費用については調整していただくことがあります。
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⑤委託業務は、「役務の提供」（消費税法第２条第１項第１２号）に該当するため、原則
として業務経費の全体が課税対象となります。したがって、課税事業者、簡易課税事業
者に該当する場合は、委託業務経費の積算において、文化庁規定単価に基づき支払う経
費を除くすべての経費について消費税込の金額を記載してください。
⑥実施可能時期は、採択決定後に再度確認します。原則として学校募集開始後に「実施可
能時期」を変更することはできません。

⑦以下の項目に従い、Ｃ区分への申請にあたっての工夫等を記入してください。なお、調
書の欄に書ききれない場合は、別紙（様式任意）で提出してください。
ⅰ）離島・へき地等における公演(ワークショップ)等の実績
ⅱ）離島やへき地等の地理的に特殊な事情がある地域で実施する上での工夫や、小規模

な公演であっても公演(メインプログラム)及びワークショップの質を保つための工夫
ⅲ）C区分申請における、小規模な公演の観点から実施する経費削減等についての工夫
⑧出演希望調書内の項目は簡潔に記載し、他に記載事項がある場合や出演希望調書内に収
まらない場合、写真を使用する場合は「別添シート」へ記載及び添付の上、御提出くだ
さい。
その際、出演希望調書内のどのシートとリンクしているか分かるように、必ず「別添あ
り」と記載ください。
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Ⅴ 令和４年度「文化芸術による子供育成総合事業」申請方法及び審査について

（Ａ、Ｂ、Ｃ区分）
1.申請時の提出書類

申請時に提出が必要な書類は次のとおりです。

（注１）①の№1～3のシート及び②は、学校が応募する際の参考資料として公開しますの
で、学校側にとって分かりやすい記述としてください。

（注２）⑥は、貸借対照表、損益計算書（又はこれらに類する書類）の写しを提出してくだ
さい。

（注３）出演希望調書の提出方法は、入稿時の印刷のずれ等を防ぐため、①～③のデータは
できる限りＰＤＦデータについても添付いただけますようお願いいたします。（な
お①～③の順にデータとしていただくか、データ名を「①_制作団体名」、 「②_制
作団体名」、 「③_制作団体名」としていただけますようお願いいたします。

（注４）複数企画応募の場合、⑤、⑥は各1部ずつの提出でも可能となります。
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提出書類 提出 提出方法

①

令和４年度「文化芸術による子供育成総合事業」出演希望調書：１部

必須 データ送信
(Excelデータを送付)

申請区分
提出が必要な様式

実演芸術分野 メディア芸術分野
A区分 ・No.１～４、７ ・No.１～４、７
A区分B区分併願 ・No.１～４、５、７
C区分 ・No.１～４、６、７ ・No.１～４、６、７

② 出演(メインプログラム参加者)予定のメンバー表等
様式No.２「出演者」記載欄内におさまる場合は不要 任意 データ送信

③
申請する公演演目のチラシまたはパンフレット等の参考資料
（提出任意、ＰＤＦファイル１ＭＢ以内、メール添付）
※様式No.1「参考資料の有無」の記載必須

任意 データ送信

④

公演演目の動画資料
ＷＥＢ上に公開している場合は公開先ＵＲＬ(様式No.1「参考資料の有無」欄に記載)
(上記の提出が難しい場合：申請する公演演目のDVD  1枚)
※ＷＥＢ上に公開している動画を閲覧する際に、パスワードを設定している場合はパ
スワードもお知らせください。
※ＤＶＤを提出する場合、盤面に「団体名」「演目名」を明記してください。なお、
盤面にシール等は貼らず、直接記入してください。
※両方提出可
※ダウンロードサイトも可

任意 DVDを提出する場合
郵便又は宅急便

⑤ 団体の定款、寄附行為又はこれらに類する規約：１部 必須 データ送信

⑥ 直近の財務諸表：１部 必須 データ送信



2.提出期限及び提出先（文化庁ではありませんので御注意ください。）

提出期限:【データ送信】 令和 ３年 8月 10日（火） ２３時５９分必着
【送 付 物】 令和 ３年 8月 10日（火） 消印有効

※④は、「郵送」もしくは「宅配便」にて送付してください。（持参不可）
※郵送の場合、「特定記録」等により、配達記録を残してください。
※郵送物がある場合、他データ送信時に「投函日」「封入物」「問い合わせ番号」をお知
らせください。
※宅配便の場合、宅配業者の受付日が提出期限内であれば有効とします。
※封筒に「令和４年度「文化芸術による子供育成総合事業-巡回公演事業-」出演希望
調書在中」と朱書きで記入してください。
※複数企画を同封する場合、封筒に企画数を記入してください。
※メール送信後３営業日以内に事務局より返信がない場合は電話にて御連絡ください。
データの送信先：Email: j4-kodomogeijutsu@gp.knt.co.jp
郵送物の送付先：〒160-0023

東京都新宿区西新宿8-14-24 西新宿KFビル301
(ＫＮＴビジネスクリエイト内)
株式会社近畿日本ツーリスト首都圏
文化芸術による子供育成総合事業-巡回公演事業-事務局

３．各区分の併願申請について

申請区分毎の申請上限数は次のとおりです。

※A区分に申請した企画のうち1企画をB区分に併願することができます。B区分に採択さ
れなかった場合も、A区分では採択される場合があります。
※同一の企画をA区分、B区分に併願する場合は、様式No.１～５、７を1部作成してくだ
さい。
異なる企画をA区分、B区分にそれぞれ申請する場合は、企画毎に様式No.１～５、７を
作成してください。
※A区分またはB区分と同一の企画をC区分に申請することはできません。
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分野 種目 A区分 B区分 C区分

実
演
芸
術

音楽 合唱、オーケストラ等、音楽劇 ２企画まで
※うち1企画をAB
区分に併願する
ことができます。

A区分と
併願する
企画を含
め１企画
まで ３企画まで

演劇 児童劇、演劇、ミュージカル
舞踊 バレエ、現代舞踊

伝統芸能 歌舞伎・能楽、人形浄瑠璃、邦楽、
邦舞、演芸

３企画まで
※うち1企画をAB
区分に併願する
ことができます。

メ
デ
ィ
ア
芸
術

メディア
芸術 映像、メディアアート等 ２企画まで



４．審査について

①審査は次の種目ごとに行います。
【音楽】合唱、オーケストラ等、音楽劇
【演劇】児童劇、演劇、ミュージカル
【舞踊】バレエ、現代舞踊
【伝統芸能】歌舞伎・能楽、人形浄瑠璃、邦楽、邦舞、演芸
【メディア芸術】映像、メディアアート等

②審査事項
出演希望調書の内容や実績を総合的に評価して芸術団体を決定しますが、特に以下の点
は重要となります。
・事務処理体制が整っているか。
・高い教育効果を見込むことができる優れた企画内容の公演(メインプログラム)であるか。
・高い教育効果を見込むことができる優れた企画内容のワークショップであるか。
・内容に即した適正な水準の事業費であるか。（内容に比して安価な企画を高く評価しま
す）

５．審査結果について
審査結果は、採択・不採択にかかわらず、申請のあった団体に対し、令和4年１０月上

旬頃までを目途に郵送にてお知らせします。応募団体から電話による問い合わせがありま
すが、電話による問い合わせには応じないこととしております。

６．問合せ先（文化庁ではありませんので御注意ください。）
〒160-0023
東京都新宿区西新宿8-14-24 西新宿KFビル301
(ＫＮＴビジネスクリエイト内)
株式会社近畿日本ツーリスト首都圏
文化芸術による子供育成総合事業-巡回公演事業-事務局
TEL ：０５７０－０６４－２０３（10：00～17：00）
Email: j4-kodomogeijutsu@gp.knt.co.jp
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出演希望調書(実演芸術)
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複数の企画が採択された場合の実施体制（該当するものを選択してください。）

〒

〒

Ⅵ 令和4年度「文化芸術による子供育成総合事業　出演希望調書(実演芸術)」

申請区分

複数申請の有無

複数の企画が採択された
場合の実施体制

団体構成員及び加入条件等

本事業担当者名

役職員

年　月

電話番号

事務体制の担当

制作団体組織

制作団体　設立年月

公演団体名

ふりがな

代表者職・氏名

公演団体所在地

経理処理等の
監査担当の有無

経理責任者名

FAX番号

種目

申請区分（申請する区分を選択してください。）

分野、種目（該当する分野、種目を選択してください。)

分野

複数申請の有無（該当する方を選択してください。）

代表者職・氏名

制作団体所在地

※複数申請の有無で【無】を選択された場合は、未記入で構いません。(グレーアウトされます。)

その他を選択した場合

芸術文化団体の概要

ふりがな

制作団体名
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ID:

PW:

ID:

PW:

申請する演目のチラシパンフレット等

申請する演目のDVDまたはWEB公開資
料

※公開資料有の場合URL

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよび
パスワード

今回申請する演目に近い演目で公演の様子が
わかる内容のDVDまたはWEB公開資料

特別支援学校に
おける公演実績

参考資料の有無

A

Aの提出が
困難な場合

制作団体沿革

学校等における
公演実績

※公開資料有の場合URL

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよび
パスワード
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】

出演者： 名 積載量： t

スタッフ: 名  車   長： m

合　 計： 0 名  台   数： 台

機材等
運搬方法

著作権

公演出演予定者数
(1公演あたり)

制作団体が所有
制作団体以外が所有する事項

が含まれる

児童・生徒の共演、
参加又は体験の形態

出演者

A区分・B区分・C区分共通

No.2(実演芸術)

公演・ワークショップの内容 0【公演団体名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公演時間(　　  　分)

演目選択理由

(制作団体以外が所有する
事項が含まれる場合)

許諾状況

対象

企画名

本公演演目

原作/作曲
脚本

演出/振付

演目概要

中学生小学生(低学年)

小学生(中学年)

小学生(高学年)
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】

A

内休憩

※土日移動の可否

時間程度

特別支援学校での
実施における工夫点

令和　年　月　日　～　令和　年　月　日　(うち平日　日)
令和　年　月　日　～　令和　年　月　日　(うち平日　日)
令和　年　月　日　～　令和　年　月　日　(うち平日　日)

実施可能時期
◇はB区分申請
団体のみ

※目安として7月25日～8月22日、12月27日～1月6日を除く期間を記載してください。

ワークショップ
実施形態及び内容

令和　年　月　日　～　令和　年　月　日　(うち平日　日)
令和　年　月　日　～　令和　年　月　日　(うち平日　日)
令和　年　月　日　～　令和　年　月　日　(うち平日　日)

◇【令和5年度】

◇【令和6年度】
令和　年　月　日　～　令和　年　月　日　(うち平日　日)
令和　年　月　日　～　令和　年　月　日　(うち平日　日)
令和　年　月　日　～　令和　年　月　日　(うち平日　日)

ワークショップ
実施形態の意図

退出会場設営の所要時間
(タイムスケジュール)の

目安 時

到着 仕込み 本公演 撤去

時 時～時　時～時 　時～時 分

ワークショップ

本公演

・トラックの横づけの要否

【公演団体名 0

実施に当たっての
会場条件

前日仕込み 会場設営の所要時間

・舞台に必要な広さ

・バスケットゴールの設置状況

・その他

※本公演時間の目安は、午後1時乃至1時30分からの概ね2時限分程度です。

児童・生徒の
参加可能人数

A区分・B区分・C区分共通

No.3(実演芸術)

・舞台の設置場所

・暗幕の要否

・緞帳の要否

・電源容量(主幹ブレーカー容量)

・ピアノの移動の要否

※採択決定後、採択団体へ
図面等詳細の提出をお願い
します。

※実施可能時期は、採択決
定後に再度確認します。(大
幅な変更は認められません)
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】

本事業への申請理由

①本事業に対する取り組み姿勢

②事業を効果的かつ円滑に実施するための工夫

A区分・B区分・C区分共通

本事業への申請理由

No.4(実演芸術)

0【公演団体名
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B区分で事業を実施するに当たっての工夫や実施体制 】

B区分のみ

B区分で事業を
実施するに当たっての
工夫や実施体制

ⅰ) Ｂ区分に申請する理由

ⅱ) 複数年にわたり同じ地域で実施する上での工夫や，公演及びワークショップの質を向上
させるための工夫

ⅲ) Ｂ区分団体が行う業務について（「6．Ｂ区分の団体のみが行う業務について」参照）の
具体的な実施体制

【公演団体名 0

No.5実演芸術)
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C区分で事業を実施するに当たっての工夫 】

C区分のみ

C区分で事業を
実施するに当たっての

工夫

ⅰ）離島・へき地等における公演実績

ⅱ）離島やへき地等の地理的に特殊な事情がある地域で実施する上での工夫や，小規模
な公演であっても公演及びワークショップの質を保つための工夫

ⅲ）C区分申請における、小規模な公演の観点から実施する経費削減等についての工夫

No.6(実演芸術)

【公演団体名 0
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No.7(実演芸術)

】

単位：円

数値 単位

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

主指導者 人 0

補助者 人 0

0

0

0

0

0

0

0

0

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通

備考

その他経費合計

1公演に所要する日数(移動時間を除く)

近郊ブロックの場合の1週間当たりの想定最大公演数

ワークショップ　小計

10公演当たり総合計

舞台費

舞台費合計

出演費～舞台費　小計

ワーク
ショップ
指導料

その他
経費

金額

出演費

出演費合計

文芸費

文芸費合計

音楽費

音楽費合計

費用明細【１０公演当たりの経費】

項　　目 費　　目
数量

単価
（税込）

公演

回数

【公演団体名 0
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No.7(実演芸術)

】

担当者

電話番号

ＦＡＸ

Ｅ-ｍａｉｌ

※水色の欄には計算式が設定されていますので入力しないでください。

※欄が不足する場合は行を挿入してください。

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通

※基本経費(公演費～ワークショップ費)に含まれない経費で、実施校の決定後、状況により必要となる
　 見込みの経費は、必ず「その他経費」欄へ金額を記載してください。計上の可否については審査により
　 判断しますので、結果通知後に、別途お知らせします。

※移動・運搬に係る経費については、採択後、別途「派遣費」としてお見積りいただきます。移動、運搬
　 に係る経費は含めずに計上してください。

<ワークショップ指導料について>

※主指導者は１名のみ、補助者は５名分まで経費計上可能です。また、支給対象は指導時間となります。
　 準備や片付けの時間は含みません。（※謝金の単価は５８P参照。税込金額です）

※出演希望調書No.3内の「ワークショップ上限人数」を指導するにあたり必要な人数を記載してください。

<その他経費について>

※ブロック（公演地域）の指定はできません。遠方のブロックの割り当てにより単価の割り増しが生じる
　場合は、必ず「その他経費」欄へ金額を記入してください。（公演費用は審査の対象となるため、採択後
　の増額は認められませんので御注意ください。）

<文芸費について>

※演出、演出助手、舞台監督、舞台監督助手等について役務費に当たる経費を計上する場合は、舞台費
　 に計上してください。

※各費目の申請に当たっては、一部改変に伴い生じる費用なのか、すでに発生している権利に対して生じる
　 使用料なのかが分かる形で記載してください。また、備考欄へ対象内容を記載してください。

<舞台費について>

※可能な限り道具費（機材）使用料と人件費を分けてください。

※計上単位は一式とせず、1公演分あたりに割り戻した金額を記載してください。

※申請時に費目として計上がない経費を、採択後新たに計上することはできません。
派遣費(旅費、運搬費)を除き、発生する可能性がある経費については、現時点で
　見積等が取得できない場合も、過去の実績等から単価を想定し、費用
　明細に必ず金額を記載してください。

※基本経費以外に発生する見込みがある経費については「備考欄」へは記載せず、
　「その他」の経費欄へ必ず金額を記載してください。（10校を超える公演数の割り当
　てがあった場合に別途生じる経費、実施校の決定後に会場条件を確認し一部の学校についての
　み必要となる可能性がある経費等。）

<数量の記載について>

※公演回数により増減しない費目については、一式で計上してください。また、一式で費目を計上した場合は、
公演回数欄は斜線を引いてください。

<出演費について>

※原則として、採択後の経費の増額及び減額による他の経費への流用については認めません。

【記入に当たっての留意事項】

<費用明細全体について>

※10公演実施する場合の公演経費を記載してください。
ただし、採択した場合の公演回数・公演費用等を保証するものではありません。

※金額欄には税込(税率10%)の金額を記入してください。

【この希望調書に関する問い合わせ先】

【公演団体名 0
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リンク先 】

A区分・B区分・C区分共通

別添

項目内容

【公演団体名 0
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複数の企画が採択された場合の実施体制（該当するものを選択してください。）

〒

〒

Ⅵ 令和4年度「文化芸術による子供育成総合事業　出演希望調書(実演芸術)」

申請区分 A区分とB区分の両方

複数申請の有無 有

複数の企画が採択された
場合の実施体制

公演の実施時期が重複しなければ、複数の企画を実施可能

○○○こんさーつ

団体構成員及び加入条件等

専任 本事業担当者名

役職員

会　　長　○○○○
専務理事　○○○○
常務理事　○○○○

１９９２年   １０月

○○○コンサーツ

楽団長　○　○　○　○

東京都○○○○○○○○○

○○○―○○○○

電話番号

事務体制の担当

制作団体組織

制作団体　設立年月

公演団体名

ふりがな

代表者職・氏名

公演団体所在地

経理処理等の
監査担当の有無

有 経理責任者名

A区分・B区分・C区分共通

No.1(実演芸術)

０３－＊＊＊＊－＊＊＊＊FAX番号０３－＊＊＊＊－＊＊＊＊

種目 オーケストラ等

申請区分（申請する区分を選択してください。）

分野、種目（該当する分野、種目を選択してください。)

分野 音楽

複数申請の有無（該当する方を選択してください。）

代表者職・氏名 理事長　○　○　○　○

制作団体所在地
東京都○○○○○○○○○

○○○―○○○○

※複数申請の有無で【無】を選択された場合は、未記入で構いません。(グレーアウトされます。)

その他を選択した場合

芸術文化団体の概要

ふりがな

制作団体名

いっぱんざいだんほうじん　〇〇〇こうきょうがくだん

※正式名称を記入してください（一般財団法人、公益財団法人、等）
一般財団法人○○○交響楽団

【A区分のみ申請する場合】No.5(P.24)、No.６(P.25)の作成は不要
です。

事務処理にあたって、十分対応可能な体制であるか
をチェックする項目です。

不適正経理防止のための
チェック項目です。

【A,B区分を併願する場合】
No.1～No.5(P.19～24)、
No.7(P.26)を作成してくださ
い。
【C区分に申請する場合】
No.1～No.4(P.19～23)、
No.6(P.25)、No.7(P.26)を作成

記入例
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ID:

PW:

ID:

PW:

申請する演目のチラシパンフレット等

申請する演目のDVDまたはWEB公開資
料

無

有

DVDを提出します。※公開資料有の場合URL

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよび
パスワード

今回申請する演目に近い演目で公演の様子が
わかる内容のDVDまたはWEB公開資料

特別支援学校に
おける公演実績

参考資料の有無

A

Aの提出が
困難な場合

制作団体沿革

学校等における
公演実績

※公開資料有の場合URL

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよび
パスワード

1984年○○オーケストラとして発足　　1992年法人格を取得　　2000年施設管理部門を
分社化

※文化庁事業以外での公演実績を記入してください。
　○○年度　「△△」演目　○公演、　「□□」演目　○公演

記入例
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】

出演者： 61 名 積載量： 4 t

スタッフ: 8 名  車   長： 7.6 m

合　 計： 69 名  台   数： 1 台

機材等
運搬方法

著作権

公演出演予定者数
(1公演あたり)

※出演する俳優、指揮者、ソリスト、舞踊手等の氏名を記入してください。
なお、オーケストラ団体は、編成（○管○型）についても記入してください。
※出演者のメンバー表・経歴等については、別紙で添付してください。（様式任意。このスペースに入る場合
はこちらに記入してください。）別紙にする場合は、必ず「No.2別紙メンバー表」と記載してください。

※あらすじ、見どころ及びセールスポイント等を記入してください。
※添付資料としてこの演目を実施したときの資料（ＤＶＤ、チラシ、プログラム等）を提出してくださ
い。DVDについては、Windows Media Playerで再生可能なものとし、必ず再生可能か確認の上、
提出してください。
なお、提出された資料は返却いたしません。

※公演内容がどのように本事業の目的と合致し、事業効果を向上させることが期待できるのか、演
目を選択した理由を記入してください。

公演前後において児童・生徒と○○○○○○の面において交流を図ります。
劇中の歌を一緒に合唱します。
共演曲目は校歌や地方ゆかりの民謡等もご提案できます。
※参加・共演形態については、より具体的に、児童生徒と公演への参加、公演時でのワークショップなど、出
演者との関わりのほか、実施分野により様々な形態がありますので、工夫されている点を記載してください。

制作団体が所有 ○
制作団体以外が所有する事項

が含まれる

児童・生徒の共演、
参加又は体験の形態

出演者

-○

○

A区分・B区分・C区分共通

No.2(実演芸術)

公演・ワークショップの内容 【公演団体名　 ○○○コンサーツ

○

オーケストラの魅力へようこそ

※演目については過去に公演実績のあるものに限ります。

（例）　組曲「○○○○」　　行進曲「○○○○」

※演劇については特に原作、脚本、演出の別を正しく記入して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公演時間（　１００分　）

演目選択理由

(制作団体以外が所有する
事項が含まれる場合)

許諾状況

対象

企画名

本公演演目

原作/作曲
脚本

演出/振付

取得済

演目概要

中学生小学生(低学年)

小学生(中学年)

小学生(高学年)

標準の人数を記載してください。出演人数の変更は原則として認められません。ただし、スタッフの増員等については採択後に理
由及び金額を確認し、必要性が認められた場合、計上可能です。例）遠方のブロックが割り当てられたために発生する貨物積み降
ろし人員、特別支援学校における補助スタッフ等

記入例
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】

A

内休憩

※土日移動の可否

時間程度3

※ワークショップの効果予想や公演との関連性をご記入ください。

特別支援学校での
実施における工夫点

（特に変更なく実施できる場合は、その旨もご記入ください。）

令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日　(うち平日　　日)
令和４年　９月　１日　～　令和　４年　９月３０日　(うち平日　１８日)
令和４年１０月　９日　～　令和　４年１０月２０日　(うち平日　９日)

否

実施可能時期
◇はB区分申請
団体のみ

※目安として7月25日～8月22日、12月27日～1月6日を除く期間を記載してください。

ワークショップ
実施形態及び内容

令和５年７月上旬～中旬（うち平日１０日）程度
令和５年10月下旬～令和５年11月中旬（うち平日１2日）程度

◇【令和5年度】

◇【令和6年度】
令和６年７月上旬～中旬（うち平日１０日）程度
令和６年10月下旬～令和６年11月中旬（うち平日１2日）程度

ワークショップ
実施形態の意図

○○○コンサーツ

退出会場設営の所要時間
(タイムスケジュール)の

目安 １７時

到着 仕込み 本公演 撤去

８時
１５時３０分
～１６時４５分

要

・トラックの横づけの要否

【公演団体名

ワークショップ

本公演

120名(1学年程度)

500名

A区分・B区分・C区分共通

No.3(実演芸術)

・舞台の設置場所 フロア

・暗幕の要否

・緞帳の要否 要

・電源容量(主幹ブレーカー容量)要

要

・ピアノの移動の要否

特になし
実施に当たっての
会場条件

前日仕込み 無 会場設営の所要時間

・舞台に必要な広さ 横１５m以上、奥行き８m以上

・バスケットゴールの設置状況
縦方向に固定で設置している場合は舞台設置の妨げになるため、公演ができない。縦方
向に昇降式なら問題ない。

・その他
４tトラックが体育館に横付けできること。
搬入間口が４ｍ以上あること。
体育館が２階以上に設置されている場合は不可。

※本公演時間の目安は、午後1時乃至1時30分からの概ね2時限分程度です。

児童・生徒の
参加可能人数

　８時～１１時 　１３時３０分～１５時 １０分

※採択決定後、採択団体へ
図面等詳細の提出をお願い
します。

※実施可能時期は、採択決
定後に再度確認します。(大
幅な変更は認められません)

※6 月 1 日～翌 1 月 31 日までの期間内で、土日を除いた何日程度の実施が可能かを明記してください。

(ＷＳの開始は 5月 1日、公演開始は 6月 1日からとなります。) 

※令和４年度の日程について日を特定しがたい場合は、○月頃（うち平日○○日）と記入してください。 

※B区分を申請する際は、令和４年度、令和５年度、令和６年度それぞれ記入してください。 

記入例
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】

本事業への申請理由

①本事業に対する取り組み姿勢
　（本事業の趣旨をどのように理解し、巡回公演に取り組もうとしているのか記載して
ください。）

②事業を効果的かつ円滑に実施するための工夫
　（実施校の中には、本事業の実施は初めてという学校があります。ワークショップ、
公　演の開催に向けて、実施校とどのように意思疎通を図り、事業を効果的かつ円滑
に実施するのか記載してください。）

A区分・B区分・C区分共通

本事業への申請理由 【公演団体名 ○○○コンサーツ

No.4(実演芸術)

記入例
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B区分で事業を実施するに当たっての工夫や実施体制 】

B区分のみ

B区分で事業を
実施するに当たっての
工夫や実施体制

ⅰ) Ｂ区分に申請する理由
※B区分を申請する団体は、B区分に申請する理由を詳細に記入してください。
このスペースに記入しきれない場合は、別紙にて提出してください。（様式任意）な
お、
別紙を提出場合は、必ず別紙の右上に「様式Ｎｏ５． B区分で事業を実施するに当
たっての工夫や実施体制_別紙」と記載してください。別紙指定のない資料について
は、
審査資料に添付しません。

ⅱ)複数年にわたり同じ地域で実施する上での工夫や、公演及びワークショップの質を向上
させるための工夫
（例）
・事業の目的達成に資するワークショップ、公演の取組方法
・ワークショップの実施に当たっての工夫（教育的効果を高める方法、鑑賞前に楽し
みを伝える方法など）

ⅲ)Ｂ区分団体が行う業務について（「６．Ｂ区分の団体のみが行う業務について」参照）の具
体的な実施体制
・都道府県・政令指定都市の教育委員会、実施校の所在地の市区町村の教育委員
会への訪問

○○○○が専任で、教育委員会と日程調整の後に訪問し、文化庁パンフレットや団
体において制作したDVD等を用いて本事業についての広報を行う。

【公演団体名 ○○○コンサーツ

No.5実演芸術)

記入例
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記入例

C区分で事業を実施するに当たっての工夫 】

C区分のみ

【公演団体名 ○○○コンサーツ

C区分で事業を
実施するに当たっての

工夫

ⅰ）離島・へき地等における公演実績
　文化庁事業以外での公演実績を記入してください。
　○○年度　「△△」演目　○公演、　「□□」演目　○公演

ⅱ）離島やへき地等の地理的に特殊な事情がある地域で実施する上での工夫や、小規模
な公演であっても公演及びワークショップの質を保つための工夫
【特殊な事情がある地域での実施にあたっての工夫】
　・演目〇〇は2人芝居だが、1人が3役を演じ分ける演出は、演劇ならではの魅力を
存分に伝えることのできる作品である。舞台装置についても、学校にあるもので対応
することができ、最低限の道具で公演が可能なので、様々な移動、道具運搬に対応
することができる。

【質を保つための工夫】
・特に小規模公演にあたって演出の変更等は行わない。
・少人数編成であり、通常の演目より、演者は体力を消耗する。また、各地域の複雑
な条件へ配慮しつつも、限られた時間の中で設置、撤去を行わなければならない。Ａ
区分での実績においては経費を抑えるため、出演者が仕込みバラシ等の役務につ
いても兼任していたが、Ｃ区分での実施にあたっては、けが等のリスクにも配慮し、適
宜スタッフを補充して公演にあたる。

ⅲ）C区分申請における、小規模な公演の観点から実施する経費削減等についての工夫
【経費削減の工夫】
・移動や道具搬送が困難な地域に対し、ワークショップと本公演を同時開催すること
で派遣費を削減し、また、大道具等を簡素化することより、時間の短縮や運搬費の削
減に務める。
・レベルの高いキャスト・スタッフを少人数派遣することで、旅費を削減しつつ質の高
い公演が実施可能となる。

No.6(実演芸術)
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記入例

No.7(実演芸術)

○○○コンサーツ 】

単位：円

数値 単位

指揮料 1 人 100,000 10 1,000,000

演奏料 4 人 35,000 10 1,400,000

ソリスト出演料 4 人 80,000 10 3,200,000

合唱料 12 人 50,000 10 6,000,000

0

11,600,000

演出使用料 1 式 200,000 1 200,000

脚本使用料 1 式 100,000 1 100,000

振付料 1 式 30,000 1 30,000

音響プラン料 1 st 10,000 10 100,000

0

430,000

楽器使用料 1 回 300,000 10 3,000,000

音楽著作権使用料 1 式 24,000 10 240,000

0

0

3,240,000

大道具借損費 1 st 200,000 10 2,000,000

舞台監督人件費 1 人 30,000 10 300,000

大道具スタッフ費 4 人 20,000 10 800,000

音響スタッフ費 1 人 20,000 10 200,000

照明スタッフ費 3 人 20,000 10 600,000

照明費（機材レンタル） 1 週間 150,000 2 300,000

4,200,000

19,470,000

主指導者 1 人 35,650 10 356,500

補助者 5 人 10,400 10 520,000

0

876,500

20,346,500

平台 4 枚 30,000 120,000

荷積み荷降し人件費 2 回 16,000 1 32,000

0

0

152,000

担当者

電話番号

ＦＡＸ

Ｅ-ｍａｉｌ

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通

○○　○○氏

備考

演目「○○」

１校：２コマ

【この希望調書に関する問い合わせ先】

その他経費合計

1公演に所要する日数(移動時間を除く) 1日

近郊ブロックの場合の1週間当たりの想定最大公演数 5公演

その他
経費

※団体の音響機材を使用するが操作は外部に依頼。

※体育館が狭く 、横に使う 場合に使用します。これにより、

体育館が狭い学校の応募にも対応することが可能となりま

す。（必要校分のみ用意します。）

※1クール（2週間）での公演を想定。これを超える場合は2

期に分けて巡回予定の為、倉庫からの荷出し荷卸し代が発

生します。

ワークショップ　小計

10公演当たり総合計

舞台費

舞台費合計

出演費～舞台費　小計

ワーク
ショップ
指導料

曲目〇〇他4曲について発生。

金額

【公演団体名

公演

回数

※各校毎の音響プラン

※生徒参加箇所の生徒に対する振付け

出演費

出演費合計

文芸費

文芸費合計

音楽費

音楽費合計

費用明細【１０公演当たりの経費】

項　　目 費　　目
数量

単価
（税込）

必ず記入してください。

積算にあたっては、旅費・運搬費を除き公演本体に係る費用を記載してください。

※１

※１

※２

※４ ※４

※３

※５ ※６

※７

※８



No.7(実演芸術)

【公演団体名 ○○○コンサーツ 】

※水色の欄には計算式が設定されていますので入力しないでください。
※欄が不足する場合は行を挿入してください。

※主指導者は１名のみ、補助者は５名分まで経費計上可能です。また、支給対象は指導時間となります。
　 準備や片付けの時間は含みません。（※謝金の単価は５８P参照。税込金額です）

※出演希望調書No.3内の「ワークショップ参加可能人数」を指導するにあたり必要な人数を記載してください。

※移動・運搬に係る経費については、採択後別途「派遣費」としてお見積りいただきます。移動運搬
　 に係る経費は含めずに計上してください。

※基本経費以外に発生する見込みがある経費については「備考欄」へは記載せず、
　「その他」の経費欄へ必ず金額を記載してください。（10校を超える公演数の割り当てがあった場合
　 に別途生じる経費、実施校の決定後に会場条件を確認し一部の学校についてのみ必要となる可能性がある経費等。）

【記入に当たっての留意事項】

※10公演実施する場合の公演経費を記載してください。
ただし、採択した場合の公演回数・公演費用等を保証するものではありません。

※金額欄には税込(税率10%)の金額を記入してください。
※申請時に費目として計上がない経費を、採択後新たに計上することはできません。
　派遣費(旅費、運搬費)を除き、発生する可能性がある経費については、現時点で見積等
　が取得できない場合も、過去の実績等から単価を想定し、費用明細に必ず金額を記載し
　てください。

※ブロック（公演地域）の指定はできません。遠方のブロックの割り当てにより単価の割り増しが生じる
　場合は、必ず「その他経費」欄へ金額を記入してください。（公演費用は審査の対象となるため採択後
　の増額は認められませんので御注意ください。）

※基本経費(出演費～ワークショップ指導料)に含まれない経費で実施校の決定後状況により必要となる
　 見込みの経費は、必ず「その他経費」欄へ金額を記載してください。計上の可否については審査
　 により判断しますので、結果通知後に、別途お知らせします。

Ａ区分・Ｂ区分・Ｃ区分共通

※公演回数により増減しない費目については一式で計上してください。また一式で費目を計上した場合は
　 公演回数欄は斜線を引いてください。

※原則として、採択後の経費の増額及び減額による他の経費への流用については認めません。

※演出、演出助手、舞台監督、舞台監督助手等について役務費に当たる経費を計上する場合は、舞台費
　 に計上してください。

※各費目の申請に当たっては、一部改変に伴い生じる費用なのか、すでに発生している権利に対して生じる
　 使用料なのかが分かる形で記載してください。また、備考欄へ対象内容を記載してください。

※可能な限り道具費（機材）使用料と人件費を分けてください。
※計上単位は一式とせず、1公演分あたりに割り戻した金額を記載してください。

重要事項ですので、必ず御一読の上、公演
費用明細を作成してください。

(※１)

(※２)

(※３)

(※４)

(※５)
(※６)

(※７)

(※７)

(※８)

(※８)

<費用明細全体について>

<数量の記載について>

<出演料について>

<文芸費について>

<舞台費について>

<ワークショップ指導料について>

<その他経費について>

記入例
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リンク先 】

A区分・B区分・C区分共通

別添

【公演団体名 ○○○コンサーツ

（項目内容）
演目選択理由

　別添参照箇所

第１部「○○○を鑑賞しよう」
　　１.○○○交響楽　第1曲
　　　　学校の教科書にも載っている代表的な曲を生のオーケストラで聴く
　　２.○○○

　　３.○○○　　・・・・・

第２部「指揮者になってみよう！！」
　　１．○○曲：生徒がオーケーストラを指揮してみよう！

　指揮風景　　　　　　　　　　　　　　　　　鑑賞風景

第３部「一緒に演奏し歌っててみよう！！」
　１．○○曲：吹奏楽と演奏～

　２.校歌演奏：オーケストラの演奏に合わせて歌ってみよう！

No.2

写真 写真

写真

写真
概要は、各シートごとに簡潔に記載、説明内容や、補足、写真等は、「別添」を使用してください。

どの箇所の部分の「別添」かわかるように基本シートには、「別添のあり」等の記載をしてください。「別

添」シートは、左上の「リンク先」にて、シートNOを選択し、（項目内容）欄に該当項目名を記載の上、

作成してください、項目名が、複数にわたる場合は、シートごとに作成するか、わかりやすいように作

成をお願いいたします。

記入例



【ＭＥＭＯ】
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出演希望調書(メディア芸術)
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〒

〒

ふりがな

電話番号

経理処理等の
監査担当の有無

経理責任者名

事務体制の担当

制作団体組織

団体構成員及び加入条件等

本事業担当者名

役職員

制作団体　設立年月 年　月

公演団体名

代表者職・氏名

公演団体所在地

A区分・C区分共通

FAX番号

種目

申請区分（申請する区分を選択してください。）

分野、種目（該当する分野、種目を選択してください。)

分野

複数申請の有無（該当する方を選択してください。）

※複数申請の有無で【無】を選択された場合は、未記入で構いません。(グレーアウトされます。)

代表者職・氏名

複数の企画が採択された
場合の実施体制

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当するものを選択してください。）

制作団体所在地

その他を選択した場合

芸術文化団体の概要

ふりがな

制作団体名

No.1(メディア芸術)

Ⅷ 令和4年度「文化芸術による子供育成総合事業　出演希望調書(実演芸術)」

申請区分

複数申請の有無
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ID:

PW:

ID:

PW:

特別支援学校に
おける公演実績

参考資料の有無

A

Aの提出
が困難
な場合

制作団体沿革

メディア教育に
おける活動実績

※公開資料有の場合URL

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよび
パスワード

今回申請する企画に近い活動を記録したDVD
またはWEB公開資料

※公開資料有の場合URL

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよび
パスワード

申請する企画のチラシパンフレット等

申請する企画のDVDまたはWEB公開資
料
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】

プログラム全体の流れ

ワークショップ → メインプログラム → ワークショップ

メインプログラム　→　ワークショップ2回

メインプログラム　→　ワークショップ1回

【全体の流れ】

ワークショップ

メインプログラム

児童・生徒の
参加上限人数

A区分・C区分共通

No.2(メディア芸術)

メインプログラム・ワークショップの内容 【公演団体名 0

対象

企画名

ワークショップ1回　→　メインプログラム

ワークショップ2回　→　メインプログラム

中学生小学生(低学年)

小学生(中学年)

小学生(高学年)

【プログラムの構成】
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積載量： ｔ

車 長： ｍ

台　数： 台

スタッフ人数
(1公演当たり)

機材等運搬方法

企画のねらい

メインプログラムの
主たる指導者
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】

※目安として7月2５日～8月22日、12月2７日～1月6日を除く期間を記載してください。

令和　年　月　日　～　令和　年　月　日(うち平日　日)
令和　年　月　日　～　令和　年　月　日(うち平日　日)
令和　年　月　日　～　令和　年　月　日(うち平日　日)
令和　年　月　日　～　令和　年　月　日(うち平日　日)
令和　年　月　日　～　令和　年　月　日(うち平日　日)

実施可能時期

実施にあたっての
会場条件および

学校側が必要な準備等

当日の所要時間
(タイムスケジュール)

の目安

特別支援学校での
実施における工夫点

【ワークショップ】 【メインプログラム】

【公演団体名 0

※土日移動の可否

A区分・C区分共通

No.3(メディア芸術)

【ワークショップ】 【メインプログラム】

※実施可能時期は、採択決
定後に再度確認します(大幅
な変更は認められません)。

※採択決定後、採択団体へ
学校側に提示する条件の確
認書の作成をお願いします。
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】

本事業への申請理由

①本事業に対する取り組み姿勢

②事業を効果的かつ円滑に実施するための工夫

A区分・C区分共通

本事業への申請理由

No.4(メディア芸術)

【公演団体名 0
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】

C区分のみ

C区分で事業を
実施するに当たっての

工夫

ⅰ）離島・へき地等におけるワークショップ等の実績

ⅱ）離島やへき地等の地理的に特殊な事情がある地域で実施する上での工夫や，小規模
な公演であっても公演（メインプログラム）及びワークショップの質を保つための工夫

ⅲ）C区分申請における、小規模な公演の観点から実施する経費削減等についての工夫

No.6(メディア芸術)

C区分で事業を実施するに当たっての工夫 【公演団体名 0
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】

単位：円

数値 単位

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

主指導者 人 0

補助者 人 0

0

0

0

0

0

0

10公演当たり総合計

近郊ブロックの場合の1週間当たりの想定最大公演数

1公演に所要する日数(移動時間を除く)

その他
経費

その他経費合計

Ａ区分・Ｃ区分共通

No.7(メディア芸術)

備考

費用明細【１０公演当たりの経費】

項　　目 費　　目
数量

単価
(税込)

実施

回数
金額

【公演団体名 0

メインプロ
グラムに係
る人件費

人件費合計

文芸費

文芸費合計

借損料

借損料合計

消耗品費

消耗品費合計

出演費～消耗品費　小計

ワーク
ショップ
指導料

ワークショップ　小計
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】

担当者

電話番号

ＦＡＸ

Ｅ-ｍａｉｌ

※水色の欄には計算式が設定されていますので入力しないでください。

※欄が不足する場合は行を挿入してください。

※ブロック（公演地域）の指定はできません。遠方のブロックの割り当てにより単価の割り増しが生じる場合は、
　必ず「その他経費」欄へ金額を記入してください。（公演費用は審査の対象となるため、採択後の増額は認め
　られませんので御注意ください。）

※基本経費(メインプログラムに係る人件費～消耗品費)に含まれない経費で、実施校の決定後、状況により必要
　 となる見込みの経費は、必ず「その他経費」欄へ金額を記載してください。計上の可否については審査により
　 判断しますので、結果通知後に、別途お知らせします。

<その他経費について>

<数量の記載について>

<メインプログラムに係る人件費について>

<文芸費について>

<消耗品費について>

<ワークショップ指導料について>

※本事業内で使用する数量分まで計上可能です。本件以外の目的で購入した消耗品代の計上や、大量購入した
　ものの全数分を計上することは認められません。

※主指導者は１名のみ、補助者は５名分まで経費計上可能です。また、支給対象は指導時間となります。準備や
　 片付けの時間は含みません。（※謝金の単価は５８P参照。税込金額です）

※出演希望調書No.2内の「ワークショップ上限人数」を指導するにあたり必要な人数を記載してください。

※10公演実施する場合の公演経費を記載してください。
ただし、採択した場合の公演回数・公演費用等を保証するものではありません。

※金額欄には税込(税率10%)の金額を記入してください。

※申請時に費目として計上がない経費を、採択後新たに計上することはできません｡
　派遣費(旅費、運搬費)を除き、発生する可能性がある経費については、現時点で見積等
　が取得できない場合も、過去の実績等から単価を想定し、費用明細に必ず金額を記載し
　てください。
※基本経費以外に発生する見込みがある経費については「備考欄」へは記載
せず、「その他経費」欄へ必ず金額を記載してください。（10校を超える公演数の割り当
　てがあった場合に別途生じる経費、実施校の決定後に会場条件を確認し一部の学校についてのみ必要と
　なる可能性がある経費等。）

※ 移動・運搬に係る経費については、採択後、別途「派遣費」としてお見積りいただきます。移動、運搬に係る経費
　  は含めずに計上してください。

【この希望調書に関する問い合わせ先】

【記入に当たっての留意事項】

Ａ区分・Ｃ区分共通

No.7(メディア芸術)

<費用明細全体について>

※費目の計上単位はできる限り一式とせず、1公演分あたりに割り戻した金額を記載してください。

※メインプログラムに係る人件費については、原則として採択後に主たる指導者の変更すること、および人件費の
　 増額、ならびに減額による他の経費への流用することは認められません。

※各費目の申請に当たっては、一部編集や改修に伴い生じる費用なのか、すでに発生している権利に対して生じる
　 使用料なのかが分かる形で記載してください。また、備考欄へ対象内容を記載してください。

※機材等の購入費用を計上することはできません。借用する場合は借損料へ計上してください。また、貸出の実績
　 (料金表等金額の根拠)がある場合を除き、自団体の所有の使用料を計上することはできません。

＜借損費について>

【公演団体名 0

※公演回数により増減しない費目については、一式で計上してください。また、一式で費目を計上した場合は、
　 公演回数欄は斜線を引いてください。
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】

項目名

A区分・C区分共通

別添

【公演団体名 0リンク先
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〒

〒

ふりがな こうえきざいだんほうじん　○○しねませんたー

電話番号

経理処理等の
監査担当の有無

有 経理責任者名

事務体制の担当

制作団体組織

団体構成員及び加入条件等

他の業務と兼任 本事業担当者名

役職員

代表理事 ○○○○
理事　　　 ○○○○
　　　　　　○○○○
　　　　　　○○○○

制作団体　設立年月 ２００２年　　１０  月

公演団体名 公益財団法人　〇〇シネマセンター

代表者職・氏名 代表理事　○○　〇〇〇

公演団体所在地
神奈川県〇〇市〇〇〇〇

〇〇〇－〇〇〇〇

A区分・C区分共通

０４５－＊＊＊－＊＊＊＊FAX番号０４５－＊＊＊－＊＊＊＊

種目 映像

申請区分（申請する区分を選択してください。）

分野、種目（該当する分野、種目を選択してください。)

分野 メディア芸術

複数申請の有無（該当する方を選択してください。）

※複数申請の有無で【無】を選択された場合は、未記入で構いません。(グレーアウトされます。)

代表者職・氏名 代表理事　○○　〇〇〇

複数の企画が採択された
場合の実施体制

提案したいずれか１企画のみ実施可能

複数の企画が採択された場合の実施体制（該当するものを選択してください。）

制作団体所在地

その他を選択した場合

芸術文化団体の概要

ふりがな

制作団体名

こうえきざいだんほうじん　○○しねませんたー

公益財団法人　〇〇シネマセンター

神奈川県〇〇市〇〇〇〇

〇〇〇－〇〇〇〇

No.1(メディア芸術)

Ⅷ 令和4年度「文化芸術による子供育成総合事業　出演希望調書(実演芸術)」

申請区分 C区分

複数申請の有無 有

No.1~No.4(P.38~43)、
No.6(P.44~45)、No.7(P.46)を
作成してください。

事務処理にあたって、十分対応可能な体制であるか
をチェックする項目です。

不適正経理防止のための
チェック項目です。

記入例
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ID:

PW:

ID:

PW:

不要

特別支援学校に
おける公演実績

参考資料の有無

A

Aの提出
が困難
な場合

制作団体沿革

メディア教育に
おける活動実績

※公開資料有の場合URL

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよび
パスワード

今回申請する企画に近い活動を記録したDVD
またはWEB公開資料

※公開資料有の場合URL

※閲覧に権限が必要な場合のIDおよび
パスワード

特になし

申請する企画のチラシパンフレット等

申請する企画のDVDまたはWEB公開資
料

https//:〇〇〇〇.〇〇.jp

有

無

有

1998年　〇〇シネマとして○○を拠点とし活動を開始
　　　　　　主催事業として○〇映画フェスティバルを開始(以降、隔年で開催)
2000年　〇〇映画フェスティバルin○○、○○映画フェスティバルin△△を開始
2002年　NPO法人〇〇シネマに移行
2005年　拠点を○○から〇〇センター内へ移す
　　　　　　〇〇センターの指定管理業務を受託(2010年まで継続)
2018年 〇〇で開かれた〇〇シンポジウムに招聘参加

2000年　〇〇フェスティバル内のプログラムとして子ども映画祭およびWSを開催
　　　　　　同プログラムは現在まで継続
2005年　〇〇トリエンナーレにて「子ども映画プロジェクト」を実施
2007年　〇〇市内の小学校で「子ども映画プロジェクト」を開始
　　　　　　現在までの参加校と実施回数
　　　　　 ・〇〇小学校(8回)
　　　　　　・〇〇〇小学校
　　　　　　・〇〇中学校(2回)
　　　　　　・○○○中学校(6回)
　　　　　　・〇〇学園〇〇小学校(3回)
2010年　〇〇美術館との共同企画で「夏休みシネマ教室」を開始(～2010年)

記入例
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】

※企画全体の流れを具体的に記載してください。
※添付資料としてこの企画を実施したときの資料（ＤＶＤ、チラシ、プログラム等）があれ
ば提出してください。WEBに公開している場合は、掲出先WEBサイトのURLを様式No.1
内に記載してください。DVDについては、Windows Media Playerで再生可能なものと
し、必ず再生可能か確認の上、提出してください。
なお、提出された資料は返却いたしません。

【ワークショップ1回目】
◆オリエンテーション
・講師紹介
・〇〇映画の〇〇の３つのシーンを上映
・メインプログラムへ向けた事前学習
　「映画は何からできている？」
鑑賞したシーンを再現するにはどんなことが必要か考えるワークショップ

【メインプログラム】
・撮影実習(監督、美術、照明、役者チーム、シーン毎に分かれて実施)

【ワークショップ2回目】
・鑑賞会(最初に見た作品と生徒が撮影した作品を鑑賞後、・・・・・・

「詳細別添参照」

プログラム全体の流れ

○ ワークショップ → メインプログラム → ワークショップ

メインプログラム　→　ワークショップ2回

メインプログラム　→　ワークショップ1回

【全体の流れ】

ワークショップ

メインプログラム

2クラス(60名)程度

2クラス(60名)程度
児童・生徒の
参加上限人数

A区分・C区分共通

No.2(メディア芸術)

メインプログラム・ワークショップの内容 【公演団体名　公益財団法人　〇〇シネマセンター

対象

企画名

ワークショップ1回　→　メインプログラム

ワークショップ2回　→　メインプログラム

‐

○

中学生

〇〇映画を通して学ぶ映像表現の世界

○

小学生(低学年)

小学生(中学年)

小学生(高学年)

○

【プログラムの構成】

記入例
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積載量： 1 ｔ

車 長： 4.2 ｍ

台　数： 2 台

スタッフ人数
(1公演当たり)

上記指導者を含め、20名 機材等運搬方法

（バン２台）

企画のねらい

※公演メインプログラムがどのように本事業の目的と合致し、事業効果を向上させること
が期待できるのか、企画を選択した理由を記入してください。
※ワークショップの効果予想やメインプログラムとの関連性についても御記入ください。

メインプログラムの
主たる指導者

※主たる指導者、メンバーの経歴等については別紙で添付してください。（様式任意。このス
ペースに入る場合はこちらに記入してください。）別紙にする場合は、必ず「No.2別紙メンバー
表」と記載してください。
○〇〇○(映画監督)、
〇〇〇〇(〇〇所属、カメラマン)他、アシスタント２名
〇〇〇〇(〇〇ライティング所属)アシスタント2名
〇〇〇〇(〇〇美術)アシスタント４名
〇〇〇〇(〇〇センターエデュケーター)、〇〇○○(〇〇センター)エデュケーター

標準の人数を記載してください。出演人数の変更は原則として認められません。ただ
し、スタッフの増員等については採択後に理由及び金額を確認し、必要性が認められ
た場合、計上可能です。例）遠方のブロックが割り当てられたために発生する貨物積
み降ろし人員、特別支援学校における補助スタッフ等

記入例
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】

7：45 学校到着
9：00　各チームの会場に移動
9：10　メインプログラム開始

【ワークショップ】 【メインプログラム】

会場：体育館、視聴覚室等スクリーンで
映像を鑑賞できる環境で、かつ１０グルー
プがグループごとに座れるスペースが確
保できること。

準備物：プロジェクター、スクリーン

会場：学校内の３カ所を会場にします。

準備物：一部学校の中の備品や設備をそのまま
使用しますので、ワークショップ時に・・・・・

【ワークショップ】 【メインプログラム】

※土日移動の可否

A区分・C区分共通

No.3(メディア芸術)

※目安として7月2５日～8月22日、12月2７日～1月6日を除く期間を記載してください。

令和４年9月1日　～　令和４年9月30日（うち平日18日）
令和４年10月9日　～　令和４年10月20日（うち平日　9日）　※地域によっては可

【公演団体名 公益財団法人　〇〇シネマセンター

実施可能時期

否

実施にあたっての
会場条件および

学校側が必要な準備等

当日の所要時間
(タイムスケジュール)

の目安

特別支援学校での
実施における工夫点

【１回目】8:00 学校到着
　　　 担当の先生との打ち合わせ
8:20 ワークショップ開始
　　　 ※全体の流れの①～②
9:00 休憩
9:10 WS再開
　　　 ※②～④
10:50 終了

※実施可能時期は、採択決
定後に再度確認します(大幅
な変更は認められません)。

※採択決定後、採択団体へ
学校側に提示する条件の確
認書の作成をお願いします。

※6月1日～翌1月31日までの期間内で、土日を除いた何日程度の実施が可能かを明記
してください。(ＷＳの開始は5月1日、公演開始は6月1日からとなります。)
※令和４年度の日程について日を特定しがたい場合は、○月頃（うち平日○○日）
と記入してください。

記入例
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】

本事業への申請理由

①本事業に対する取り組み姿勢
（本事業の趣旨をどのように理解し、巡回公演に取り組もうとしているのか記載してく
ださい。）

②事業を効果的かつ円滑に実施するための工夫
（実施校の中には、本事業の実施は初めてという学校があります。ワークショップ、メ
インプログラムの開催に向けて、実施校とどのように意思疎通を図り、事業を効果的
かつ円滑に実施するのか記載してください。）

A区分・C区分共通

本事業への申請理由 【公演団体名 公益財団法人　〇〇シネマセンター

No.4(メディア芸術)

記入例
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記入例

】

C区分のみ

【公演団体名 公益財団法人　〇〇シネマセンター

C区分で事業を
実施するに当たっての

工夫

ⅰ）離島・へき地等におけるワークショップ等の実績
(文化庁事業以外での公演実績を記入してください。)
　○○年度　「△△」のワークショップ　○回、「□□」のワークショップ　○回

ⅱ）離島やへき地等の地理的に特殊な事情がある地域で実施する上での工夫や、小規模
な公演であっても公演（メインプログラム）及びワークショップの質を保つための工夫
【特殊な事情がある地域での実施にあたっての工夫】
　・学校側との希望が一致した場合、ワークショップとメインプログラムを1日で実施す
ることもできます。この場合は、事前の会場下見1回を必要としますが、移動にかかる
派遣費は大幅に削減することができます。また、ワークショップ、メインプログラムとも
に学校の設備や資材(借用)を最大限に活用することで、美術費及び運搬費を最小
限とし、効率的な移動ができるよう工夫しました。

【質を保つための工夫】
・スタッフ内に、実績が豊富でスキルの高いエデュケーター(〇〇、〇〇を配置する。)

ⅲ）C区分申請における、小規模な公演の観点から実施する経費削減等についての工夫
【経費削減の工夫】
・移動や道具搬送が困難な地域に対し、ワークショップと本公演を同時開催すること
で派遣費を削減し、また、大道具等を簡素化することより、時間の短縮や運搬費の削
減に務める。
・レベルの高いキャスト・スタッフを少人数派遣することで、旅費を削減しつつ質の高
い公演が実施可能となる。

No.6(メディア芸術)

C区分で事業を実施するに当たっての工夫
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記入例

【公演団体名 公益財団法人　〇〇シネマセンター 】

単位：円

数値 単位

プロデューサー 1 人 100,000 10 1,000,000

アシスタントプロデューサー 1 人 50,000 10 500,000

各部門チーフ 5 人 80,000 10 4,000,000

各部門スタッフ 4 人 50,000 10 2,000,000

エデュケーター 3 人 50,000 10 1,500,000

9,000,000

WS教材印刷費 70 冊 21,600 10 15,120,000

WS教材作成費 1 式 216,000 1 216,000

編集費 1 作品 54,000 20 1,080,000

台本使用料 1 回 54,000 1 54,000

上映料 1 回 110,000 1 110,000

16,580,000

美術借損費 1 st 108,000 10 1,080,000

照明機材使用料 1 クール 27,000 2 54,000

映像機材使用料 1 クール 43,200 10 432,000

照明機材費（外部レンタル） 1 クール 150,000 2 300,000

1,866,000

WS時消耗品 70 set 200 10 140,000

メインプログラム時消耗品 1 式 50,000 10 500,000

0

640,000

28,086,000

主指導者 1 人 35,650 10 356,500

補助者 5 人 10,400 10 520,000

0

876,500

28,962,500

プロジェクター借用料 1 台 32,400 32,400

0

32,400

担当者

電話番号

ＦＡＸ

Ｅ-ｍａｉｌ

3公演

１校：２コマ

10公演当たり総合計

2日

近郊ブロックの場合の1週間当たりの想定最大公演数

各グループごとにとった映像の編集料

作品○○について

作品○○について

1週間5校巡回した場合(1クール×２)を想定

【この希望調書に関する問い合わせ先】

1公演に所要する日数(移動時間を除く)

その他
経費

その他経費合計

消耗品費

消耗品費合計

出演費～消耗品費　小計

ワーク
ショップ
指導料

ワークショップ　小計

メインプロ
グラムに係
る人件費

人件費合計

文芸費

文芸費合計

借損料

借損料合計

Ａ区分・Ｃ区分共通

No.7(メディア芸術)

備考

費用明細【１０公演当たりの経費】

項　　目 費　　目
数量

単価
(税込)

実施

回数
金額

必ず記入してください。

※１

※２

※１

※３

※４

※５

※６

※７

積算にあたっては、旅費・運搬費を除き公演本体に係る費用を記載してください。
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Ａ区分・Ｃ区分共通

No.7(メディア芸術)

【公演団体名　　 公益財団法人　〇〇シネマセンター

※水色の欄には計算式が設定されていますので入力しないでください。

※欄が不足する場合は行を挿入してください。

※出演希望調書No.2内の「ワークショップ参加可能人数」を指導するにあたり必要な人数を記載してください。

※ブロック（公演地域）の指定はできません。遠方のブロックの割り当てにより単価の割り増しが生じる場合は、必ず
　 「その他経費」欄へ金額を記入してください。（公演費用は審査の対象となるため、採択後の増額は認められません
　 ので御注意ください。）

※基本経費(メインプログラムに係る人件費～ワークショップ指導料)に含まれない経費で、実施校の決定後、状況により
   必要となる見込みの経費は、必ず「その他経費」欄へ金額を記載してください。計上の可否については審査により
   判断しますので、結果通知後に、別途お知らせします。

※各費目の申請に当たっては、一部編集や改修に伴い生じる費用なのか、すでに発生している権利に対して生じる
　 使用料なのかが分かる形で記載してください。また、備考欄へ対象内容を記載してください。

※機材等の購入費用を計上することはできません。借用する場合は借損料へ計上してください。また、貸出の実績
　 (料金表等金額の根拠)がある場合を除き、自団体の所有の使用料を計上することはできません。

※本事業内で使用する数量分まで上可能です。本件以外の目的で購入した消耗品代の計上や、大量購入した
　ものの全数分を計上することは認められません。

※主指導者は１名のみ、補助者は５名分まで経費計上可能です。また、支給対象は指導時間となります。
準備や片付けの時間は含みません。（※謝金の単価は５８P参照。税込金額です）

※公演回数により増減しない費目については、一式で計上してください。また、一式で費目を計上した場合は、
　 公演回数欄は斜線を引いてください。

※費目の計上単位はできる限り一式とせず、1公演分あたりに割り戻した金額を記載してください。

※メインプログラムに係る人件費については、原則として採択後に主たる指導者の変更すること、および人件費の
　 増額、ならびに減額による他の経費への流用することは認められません。

※金額欄には税込(税率10%)の金額を記入してください。

※申請時に費目として計上がない経費を、採択後新たに計上することはできません。
　派遣費(旅費、運搬費)を除き、発生する可能性がある経費については、現時点で見積等が取
　得できない場合も、過去の実績等から単価を想定し、費用明細に必ず金額を記載してください。

※基本経費以外に発生する見込みがある経費については「備考欄」へは記載せず、「その他経
　費」欄へ必ず金額を記載してください。（10校を超える公演数の割り当てがあった場合に別途生じる経費、
   実施校の決定後に会場条件を確認し一部の学校についてのみ必要となる可能性がある経費等。）

※ 移動・運搬に係る経費については、採択後、別途「派遣費」としてお見積りいただきます。移動、運搬に係る経費
　  は含めずに計上してください。

【記入に当たっての留意事項】

※10公演実施する場合の公演経費を記載してください。
ただし、採択した場合の公演回数・公演費用等を保証するものではありません。

重要事項ですので、必ず御一読の上、公演
費用明細を作成してください。

(※１)

(※２)

(※３)

(※５)

(※６)

(※７)

(※７)

(※４)

(※６)

<費用明細全体について>

<数量の記載について>

<メインプログラムに係る人件費について

<文芸費について>

<消耗品費について>

<その他経費について>

<ワークショップ指導料について>

<借損料について>

記入例
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リンク先 】

（項目内容）
プログラム全体の流れ

【全体の流れ】詳細説明

◆オリエンテーション
・講師紹介　映画監督　〇〇　〇〇
　　　　　　　　プロデゥーサー　〇〇　〇〇
　　　　　　　　カメラ　〇〇　〇〇
　　　　　　　　プアシスタント　〇〇　〇〇　、○○○

・〇〇映画の〇〇の３つのシーンを上映

・メインプログラムへ向けた事前学習
　「映画は何からできている？」
鑑賞したシーンを再現するにはどんなことが必要か考えるワークショップ

【メインプログラム】
・撮影実習(監督、美術、照明、役者チーム、シーン毎に分かれて実施)

監督　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美術

役者

【ワークショップ2回目】
・鑑賞会(最初に見た作品と生徒が撮影した作品を鑑賞後、・・・・・・

A区分・C区分共通

別添

No.2 【公演団体名 公益財団法人　〇〇シネマセンター

写真 写真

写真 写真

写真

概要は、各シートごとに簡潔に記載、説明内容や、補足、写真等は、「別添」を使用してください。

どの箇所の部分の「別添」かわかるように基本シートには、「別添のあり」等の記載をしてください。「別

添」シートは、左上の「リンク先」にて、シートNOを選択し、（項目内容）欄に該当項目名を記載の上、

作成してください、項目名が、複数にわたる場合は、シートごとに作成するか、わかりやすいように作

成をお願いいたします。

記入例



【ＭＥＭＯ】
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Ⅹ「文化芸術による子供育成総合事業」に係る経費について

63

▼「文化芸術による子供育成総合事業」計上費目一覧

項目 項目

出演費 出演料 指揮料 エデュケーター人件費 指導料

演奏料 ソリスト出演料 講師料 アシスタント料

オーケストラ演奏料 合唱料 監督料 助監督料

コンサートマスター料 伴奏料 スタッフ費 オペレーション費

助演者出演料 司会料 プロデューサー料 アシスタントプロデューサー料

解説料 司会料

文芸費 演出料 照明プラン料 文芸費 企画料 監修料

脚本料 衣装プラン料 脚本料 台本作成料

演出助手料 装置プラン料 原画使用料 作品使用料

監修料 台本作成料 原作使用料 著作権使用料

舞台監督料(公演日同行無) 舞台美術料 プログラム設計料 プログラミング費

舞台監督助手料(公演日同行無) 振付料 設計料 編集料

音響プラン料 振付助手料 デザイン費 教材作成費

著作権使用料 脚本使用料 システム使用料(実施期間のみ)

原作使用料 原画使用料 ソフト使用料(実施期間のみ)

スライド使用料 ワークショップ教材料 通信環境一時整備費(無線LAN等)

音楽費 写譜料 楽譜借料 借損料 美術使用料 美術借損費

楽器借料 楽器使用料 映像機材使用費 映像機材借損費

作詞料 作曲料 照明機材使用費 照明機材借損料

訳詞料 編曲料 通信機材借料

音楽著作権料 調律料

舞台費 大道具費 履物費 消耗品費

小道具費 履物損料

人形損料 かつら費

衣装費 メイク費

床山費 音響費

照明費 舞台スタッフ費

効果費 舞台監督料(公演日同行有)

装束損料 舞台監督助手料(公演日同行有)

ワークショップ費 ※実施(採択)校1校につき1回分まで計上可 ワークショップ費 ※実施(採択)校1校につき２回分まで計上可

主指導者(講師謝金)：　1回　35,650円 主指導者(講師謝金)：　1回　35,650円

その他経費

▼公演費に計上できない経費

・ワークショップ、メインプログラムで使用
  する資材に限り計上可

補助者(指導・実技・実習謝金)：
1時間あたり　5,200円　※3時間まで

※主指導者1名、補助者5名/1回あたり
　  まで計上可

補助者(指導・実技・実習謝金)：
1時間あたり　5,200円　※3時間まで

※主指導者1名、補助者5名/1回あたりまで
　 計上可

※精算時は購入物品の購入日、品名、
　 数量、単価、用途等の確認が必要で
　 す。

実演芸術分野 メディア芸術分野

○公演団体における稽古・指導に係る経費
○新しい製作物・演目を作成するための経費（児童・生徒との共演のために改変する場合を除く）
○リハーサル・練習会場借上費
○食費（弁当・ケータリング等）
○共催者負担経費（下記の経費については共催者で負担するようお願いしております。）
　・学校の施設設備の使用にかかる経費：光熱水料、灯油代、暖房機レンタルなど
　・体育館の条件整備にかかる経費（ピアノ移動・調律費など）
　・文化施設を利用する場合の会場借上料
○事務所維持費（生活雑貨、医薬品、光熱水費等含む）
○事務局職員給与
○印紙代
○振込手数料
○楽器購入費
○事務機器・事務用品等の購入・借用費
○電話代
○ホームページ運用費
○予備費
〇団体資産となるもの(体温計、サーキュレーター、加湿器等)　　　　　　　　　　　等

費　　　　　目 費　　　　　目

上記の費目に含まれない経費で、費目の特殊性や、応募する企画の趣旨によりやむを得ず生じる経費について記載してください。
計上の可否については、審査により判断しますので、結果通知後に、別途お知らせします。
例)電源車、発電機 ( 必要なＡ(アンペア)が学校の平均的な電源容量を上回る場合)等

メインプログラムに係
る人件費



「文化芸術による子供育成総合事業」実施要綱 

平成２６年４月１日  文化庁長官決定

平成３１年１月３１日 文化庁長官決定

１ 趣 旨 

小学校・中学校等において一流の文化芸術団体による実演芸術の巡回公演を行い，又

は小学校・中学校等に個人又は少人数の芸術家を派遣し，子供たちに対し質の高い文化

芸術を鑑賞・体験する機会を確保するとともに，芸術家による表現手法を用いた計画的・

継続的なワークショップ等を実施することにより，子供たちの豊かな創造力・想像力や，

思考力，コミュニケーション能力などを養うとともに，将来の芸術家や観客層を育成し，

優れた文化芸術の創造につなげる。

２ 事業の内容

（１）巡回公演事業

ア 実施内容

小学校，中学校，中等教育学校（前期課程）又は特別支援学校（小学部，中学部）

において，一流の文化芸術団体による実演芸術の巡回公演を実施する。その際，事

前に公演に関するワークショップを行い，児童・生徒を実演に参加させるとともに，

実演指導又は鑑賞指導を行う（複数が合同で実施する場合を含む。）。

イ 公演演目

合唱，オーケストラ，音楽劇，児童劇，演劇，ミュージカル，バレエ，現代舞踊，

歌舞伎，能楽，人形浄瑠璃，邦楽，邦舞，演芸等の実演芸術等

ウ 演目

芸術性の高い評価の定まったものを中心とし，かつ児童・生徒の鑑賞に適した内

容のもの

エ 公演団体

公演種目及び演目の実施に関し，相応の実績を有する文化芸術団体

（２）芸術家派遣事業

ア 学校公募型

（ア）実施内容

小学校，中学校，高等学校，中等教育学校又は特別支援学校（以下「小

学校・中学校等」という。）に個人又は少人数の芸術家を派遣し,当該分野

における講話，実技披露，実技指導等を実施する。 

（イ）実施分野

音楽，演劇，舞踊，大衆芸能，美術，伝統芸能，文学，生活文化，メデ

ィア芸術等 
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（ウ）被派遣者

当該分野において優れた活動を行っている芸術家

イ 特定非営利活動法人等提案型

（ア）実施内容

文化芸術の振興を目的とする特定非営利活動法人，公益法人，一般財団

法人，一般社団法人又は特例民法法人（以下「特定非営利活動法人等」と

いう。）が，小学校・中学校等における文化芸術活動のニーズを踏まえて，

小学校・中学校等と芸術家との間の連絡調整を行い，小学校・中学校等に

個人又は少人数の芸術家を派遣し，当該分野における講話，実技披露，実

技指導等を実施する。 

（イ）実施分野

音楽，演劇，舞踊，大衆芸能，美術，伝統芸能，文学，生活文化，メデ

ィア芸術等 

（ウ）被派遣者

当該分野において優れた活動を行っている芸術家

（３）コミュニケーション能力向上事業

ア 学校公募型

（ア）実施内容

小学校・中学校等に個人又は少人数の芸術家を派遣し，芸術家の表現手

法を用いた計画的・継続的なワークショップ等を実施する。 

（イ）実施分野

音楽，演劇，舞踊，大衆芸能，美術，伝統芸能，文学，生活文化，メデ

ィア芸術等 

（ウ）被派遣者

当該分野において優れた活動を行っている芸術家

特定非営利活動法人等が，小学校・中学校等における文化芸術活動のニ

ーズを踏まえて，小学校・中学校等と芸術家との間の連絡調整を行い，小

学校・中学校等に個人又は少人数の芸術家を派遣し，芸術家の表現手法を

用いた計画的・継続的なワークショップ等を実施する。 

（イ）実施分野

音楽，演劇，舞踊，大衆芸能，美術，伝統芸能，文学，生活文化，メデ

ィア芸術等 

（ウ）被派遣者

当該分野において優れた活動を行っている芸術家

３ 主催者 

主催者は，次のとおりとし，必要に応じて，会場の管理者，市（区）町村，市（区）

イ 特定非営利活動法人等提案型

（ア）実施内容

65



町村教育委員会，その他文化庁長官が適当と認める者を加えることができる。

（１）文化庁

（２）都道府県，都道府県教育委員会，政令指定都市，政令指定都市教育委員会のい

ずれか又は複数（以下「都道府県等」という。）

（３）小学校・中学校等

４ 参加者 

参加者は，原則として児童・生徒，教職員及び保護者とする。

５ 実施会場

実施会場は，原則として小学校・中学校等の施設とする。ただし，複数の学校が合同

で実施する場合や全校児童・生徒を収容できる施設が無い場合等には，文化施設等適切

な施設で実施することができる。

６ 事業の決定

（１）巡回公演事業

ア 文化庁長官は，出演を希望する公演団体の中から芸術文化及び学校教育に識見を

有する者で構成される企画委員会の審査を経て，公演団体及び演目を決定する。

イ 文化庁長官は，都道府県等からの推薦を受け，実施校を決定する。

（２）芸術家派遣事業

ア 学校公募型

文化庁長官は，都道府県等からの推薦を受け，被派遣者及び実施校を決定す

る。 

イ 特定非営利活動法人等提案型

文化庁長官は，特定非営利活動法人等からの推薦を受け，被派遣者及び実施

校を決定する。

（３）コミュニケーション能力向上事業

ア 学校公募型

文化庁長官は，都道府県等からの推薦を受け，被派遣者及び実施校を決定す

る。 

イ 特定非営利活動法人等提案型

文化庁長官は，特定非営利活動法人等からの推薦を受け，被派遣者及び実施

校を決定する。 

７ 実施方法 

（１）本事業は文化庁が直接実施するものとする。ただし，文化庁は事業の実施に当たり，

業務の一部を委託できるものとする。

（２）文化庁は，本事業の実施に当たり，文部科学省初等中等教育局と連携する。

（３）小学校・中学校等は，本事業の実施に当たり，国語・音楽等の教科や総合的な学習
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の時間，特別活動の中の学校行事等に位置付けることとする。

文化庁は，予算の範囲内で，講師等謝金，派遣旅費，講演等諸雑費及び本事業を

実施するために必要な事務経費等を負担する。

イ 特定非営利活動法人等提案型

文化庁は，予算の範囲内で，講師等謝金，派遣旅費，講演等諸雑費及び本事業を

実施するために必要な事務経費等を負担する。

（３）コミュニケーション能力向上事業

ア 学校公募型

文化庁は，予算の範囲内で，講師等謝金，派遣旅費，ワークショップ等の実施に

要する諸雑費及び本事業を実施するために必要な事務経費等を負担する。

イ 特定非営利活動法人等提案型

文化庁は，予算の範囲内で，講師等謝金，派遣旅費，ワークショップ等諸雑費及

び本事業を実施するために必要な事務経費等を負担する。

（４）文化庁以外の主催者が負担する経費

文化庁以外の主催者は，上記（１）から（３）に規定する文化庁負担経費以外に必

要な経費を負担する。

９ 事業の報告 

事業を実施した３（３）の者は，事業終了後３０日以内又は当該事業年度の３月３１

日のいずれか早い日までに，都道府県等を通じて事業実施報告書を文化庁に提出するも

のとする。

１０ その他

この要綱に定めるもののほか，本事業の実施に関し必要な事項は文化庁次長が別に定

める。 

８ 経費の負担 

（１）巡回公演事業

文化庁は，予算の範囲内で，公演費，派遣費，児童・生徒が実施会場へ移動する際

の交通費の一部及び本事業を実施するために必要な事務経費等を負担する。

（２）芸術家派遣事業

ア 学校公募型
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Ⅻ 「文化芸術による子供育成総合事業」応募(実施)に関する注意事項
１．この募集は、事業実施スケジュールの都合上、前年度に行うものです。予算編成等の

状況によっては、事業の中止、内容の変更や規模の縮小、スケジュールの遅れが生じ
る場合がありますので、あらかじめ御了承ください。

２．巡回公演事業の実施にあたり、「実施の手引き」（制作団体用）に基づき、4月以降、
各種諸手続きを進めていただきます。
各段階で資料の作成を求めますので、提出期限は必ず守ってください。

・公演完了報告書の提出 公演終了後４５日以内（厳守）又は令和５年２月２８日
（火）いずれか早い日

・決算報告書および関連書類の提出 公演終了後４５日以内（厳守）又は令和５年２月
２８日（火）いずれか早い日

３．経理に関する注意事項
（１）公演費

出演希望調書に計上された公演費用については、採択後、調整いただくことがあり
ます（すべて認められたわけではありません）。

（２）旅費
※ 採択の決定後に、ブロックを割り当てます（ブロックを選ぶことはできません）。
実施校の確定後に、旅程及び旅費についての見積書を提出していただきます。
①原則として公共交通機関を利用していただきます。
②移動経路は、公演実施に必要な日程に基づき、最も効率的かつ経済的なルートを選
択してください。移動公共交通機関以外の移動方法を選択する場合は、見積書の精
査時に理由をお伺いしますので、他の移動方法との比較検討結果をお知らせくださ
い。
③本事業以外の公演からの移動について、交通費の対象は、通常の行程をとった場
の金額を超えない範囲を対象とします。また、実施後に本事業以外の公演へ移動す
る場合、公演終了後に発生する旅費は原則対象となりません。

【参考資料】採択後のスケジュール

公演団体の募集 令和3年7月上旬～8月上旬
審査・採択 令和3年8月中旬～10月上旬
開催校募集 令和3年11月上旬～12月中旬
実施にあたっての事前調査等 令和4年1月上旬～令和4年1月下旬
契約手続き 令和4年4月以降
ワークショップ開始 令和4年5月以降
巡回公演開始 令和4年6月以降

※スケジュールはあくまで予定であり、変更となる場合があります。
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【よくある問い合わせ】

Q1. 出演希望調書の再送(再提出)を行ってもよいか。
A1. 原則、再送(再提出)は認められません。提出前に記載内容・送付物を今一度御確認ください。

Q2. 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策については経費や内容に入れて記載した方がいいか。
A2. 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策については考慮せず、御記載ください。記載があった

場合は、事務局にて削除する可能性がございます。
採択となった場合は、実施時期の状況を鑑み改めて対応の検討をお願い致します。

Q3. C区分応募の場合、ワークショップと本公演又はメインプログラムは同日内を推奨しています
が、必ず同日ではないといけないのでしょうか。

A3. C区分に関しては実施条件における困難の解決と経費の効率的運用を目的としています。ワー
クショップと本公演又はメインプログラムの同日開催は上記目的の一例となりますので、必ず
ではございません。

Q4. 最大何企画まで応募できますか。
A4. 音楽、演劇、舞踊、メディア芸術分野は最大5企画まで、伝統芸能分野は最大6企画まで応募可

能です。詳細は17ページを御確認ください。

Q5. 以前応募した際の出演希望調書を使用してもいいですか。
A5. データ形式・記載方法、内容が今年度より変更となっておりますので、今年度の出演希望調書

を必ず御使用ください。

Q6. 例年どのような団体が応募していますか。
A6. 事業ホームページに令和3年度の実施団体が掲載されておりますので御覧ください。

Q7.   事務費(日程調整等)は計上可能ですか。
A7. 事務費は計上不可となります。経費については61ページを御確認ください。

Q8.   公演演目の動画資料は全編必要ですか。ダイジェストでもいいですか。
A8. 提出していただく動画資料についてはダイジェストでも構いません。

Q9. 応募可能な団体であるかわからないがどうしたらいいか。
A9. 応募可能団体については各区分応募要領の「3.応募対象団体について」を御確認ください。

Q10. 提出したDVDを返却してもらうことは可能でしょうか。
A10. 原則、御提出いただいたものは返却できません。




